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取扱説明書

ヤマハ DSP AVアンプDSP-AX340をお買

い上げいただきまして、まことにありがとう

ございます。

■本機の優れた性能を十分に発揮させると

共に、永年支障なくお使いいただくため

に、ご使用前にこの取扱説明書と保証書

をよくお読みください。お読みになった

あとは、保証書と共に大切に保管し、必

要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」な

どの記入を必ず確かめ、販売店からお受

け取りください。
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●yは操作上のアドバイスなど補足的な説明です。

● 本取扱説明書は製品開発に先がけ印刷されておりま
す。その後、操作性の向上、その他の理由により、製
品仕様の一部が変更となることがあります。その場
合は製品自体の仕様が優先されます。

● 説明の便宜上、文中のイラスト等が実際の製品と異
なる場合があります。
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音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気に

なるものです。隣近所への配慮を充分にし

ましょう。静かな夜間には小さな音でもよ

く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや

すく、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量

を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一

つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配

り快適な生活環境を守りましょう。

目次
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

絵表示の例

気をつけなければならない内容を
表しています。
たとえば は「感電注意」を示し
ています。

してはいけない行為を表していま
す。
たとえば は「分解禁止」を示し
ています。

必ずしなければならない行為を表
しています。
たとえば は「電源プラグをコン
セントから抜くこと」を示してい
ます。

プラグを抜く

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
• 異常なにおいや音がする。　• 煙が出る。
• 内部に水や異物が混入した。

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

 警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。

禁止

電源コードを傷つけない。
• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。
• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

水ぬれ禁止

本機を下記の場所には設置しない。
• 浴室・台所・海岸・水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋
• 雨や雪、水がかかるところ

水滴の混入により火災や感電の原因となります。

接触禁止

雷がなりはじめたらアンテナや電源プラグには触れない。
感電の原因となります。

分解禁止

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因となります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

禁止

放熱のため本機を設置する際には：
• 布やテーブルクロスをかけない。 • じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
• あおむけや横倒しには設置しない。 • 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。
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 警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。

禁止

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因となります。

禁止

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し
てください。

必ず行う

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して
ください。

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。

必ず行う

必ずAC100V（50/60Hz）の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

必ず行う

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けるとプラグがショートして火災や感電の原因となり
ます。

禁止

本機にものを入れたり、落としたりしない。
火災や感電の原因となります。

禁止

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・薬品・ロウソクなどを置かない。
• 水や異物が中に入ると、火災や感電の原因となります。
• 接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。
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禁止

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒してけがの原因となることがあります。

 注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

禁止

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）に
は設置しない。

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがありま
す。

必ず行う

再生を始める前には、音量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。

プラグを抜く

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。
火災や感電の原因となることがあります。

接触禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらない。
コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

移動をするときには、本機（または接続機器）の電源スイッチを切り、すべて
の接続を外す。
• 機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。
• コードが傷つき火災や感電の原因となることがあります。

禁止

長時間音が歪んだ状態で使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。

禁止

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴力障害の原因となることがあります。
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必ず行う

電池は極性表示（プラス とマイナス ）に従って、正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

 注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

禁止

指定以外の電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電
池をいっしょに混ぜて使用しない。

破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな
い。

電池がショートし破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜いて行う。
感電の原因となることがあります。

注意

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあたえるおそれがあ
ります。

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。

必ず行う

電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりが堆積して発熱や火災
の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。
感電や発熱・火災の原因となることがあります。
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 注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

注意

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生することがあります。
結露が発生した場合には、電源を入れない状態でしばらく放置してください。

禁止

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し
ない。

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

必ず行う

屋外アンテナ工事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。

注意

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。

必ず行う

重いので、開梱や持ち運びは必ず2人以上で行う。
けがの原因となることがあります。

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい
ます。「ドルビー」、「PRO LOGIC」およびダブルD記号q
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。

DTSおよびDTSデジタルサラウンドはデジタルシアターシ
ステムズの登録商標です。

「サイレント／SILENT」は、ヤマハ株式会社の登録商標です。

08/937,950
5848391
5,291,557
5,451,954
5 400 433
5,222,189
5,357,594
5 752 225
5,394,473
5,583,962
5,274,740

5,633,981
5 297 236
4,914,701
5,235,671
07/640,550
5,579,430
08/678,666
98/03037
97/02875
97/02874
98/03036

5,227,788
5,285,498
5,481,614
5,592,584
5,781,888
08/039,478
08/211,547
5,703,999
08/557,046
08/894,844
5,299,238

5,299,239
5,299,240
5,197,087
5,490,170
5,264,846
5,268,685
5,375,189
5,581,654
05-183,988
5,548,574
08/506,729

本機の電源を切っても（電源コードをコンセントから抜
いた状態）、選択した入力ソース、音量、セットメニュー
の設定、プリセットされた放送局などは本機に記憶さ
れています。ただし、電源を切った状態が1週間以上続
くと、記憶内容が消去されることがあります。

AACロゴマーク  はドルビーラボラトリーズの商標です。
以下はパテントナンバーです。
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高音質ハイパワー5チャンネルアンプを搭載
◆ 定格出力(6Ω、1kHz、歪率0.1%)

メインL/Rチャンネル: 70W + 70W
センターチャンネル: 70W
リアL/Rチャンネル: 70W + 70W

「シネマDSPエンジン」内蔵のマルチモードDSP
◆ ドルビープロロジックデコーダー

/ドルビープロロジックIIデコーダー
◆ ドルビーデジタルデコーダー

/ドルビーデジタル＋マトリクス6.1デコーダー
◆ DTSデコーダー

/DTS＋マトリクス6.1デコーダー
◆ AACデコーダー

/AAC＋マトリクス6.1デコーダー
◆ シネマDSP: ヤマハが誇るDSPと、ドルビープロ

ロジックやドルビーデジタル、DTS（デジタルシ
アターシステムズ）、AAC（アドバンストオーディ
オコーディング）の融合

◆ 少ないスピーカーでもマルチチャンネル再生を
仮想的に再現できるバーチャルシネマDSP機能

◆ ヘッドホン使用時でも音場効果を体感できるサ
イレントシアター機能

本機の特長

リモコン

付属品を確認する

同梱されている付属品を確認してください。

FM簡易アンテナ単3乾電池（2本） AMループアンテナ

簡易接続ガイド

高機能FM/AMステレオチューナー
◆ 40局まで登録可能なプリセット選局
◆ オートプリセット選局
◆ プリセットされた放送局のエディット機能内蔵

AVアンプにふさわしい多機能構成
◆96-kHz/24-bit D/Aコンバーター
◆ 音場効果を最大限に引き出すための設定ができ

るセットメニュー
◆ 複数のスピーカーの音量バランス調節を容易に

するテストトーン
◆ DVDオーディオやその他のデコーダーにも対応

できる6CH INPUT端子
◆ OPTICAL（光）デジタル入力端子とCOAXIAL（同

軸）デジタル入力端子
◆ スリープタイマー
◆ メーカーコード設定機能付リモコン

手順 3 手順 4

COMPONENT 
VIDEO OUT

VIDEO 
OUT

S VIDEO 
OUT

OPTICAL
OUT

D1/D2
OUT

DVDプレーヤー� モニター（テレビ）背面�

モニター（テレビ）�

DSP-AX340

メインスピーカー�
(R)                        (L)

サブウーファー� センタースピーカー� リアスピーカー�
(R)                       (L)

COMPONENT 
VIDEO IN

VIDEO 
IN

S VIDEO 
IN

D1/D2
INAUDIO 

OUT
R L

防塵キャップを�
はずします。�

手順 2

AC100V�
コンセントへ�

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER
LR

LR

LR

CD DVD

AM

MAIN

A

REAR
(SURROUND)

CENTER

ANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

MAIN A OR B :  6Ω MIN./SPEAKER

CENTER :  6Ω MIN./SPEAKER
REAR  :  6Ω MIN./SPEAKER

LR MAIN

B

SPEAKERS

信号の流れ�

1 2

DVDプレーヤーを接続して、
デジタルソースを楽しむための
基本的な接続のしかたを説明します。

DVDプレーヤーを接続する
4. CENTER/REAR SPEAKERS端子に接続する。

a)スピーカー端子のレバーを押す。
b)レバーを押しつけたまま、スピーカー端
子の穴にスピーカーケーブルの芯線を
差し込む。

スピーカーケーブルは端子の穴に、しっかりと差し
込みます。プラス(＋)とマイナス(－)がショート(短
絡)していたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込む

と、故障や音が出ない等の原因になります。

c)レバーを放して、ケーブルを固定する。

5. サブウーファーはサブウーファー用ピンケー
ブルで本機と接続する。

手順3 音声ケーブルを接続する
DVDプレーヤーのOPTICAL OUT端子を光ファイバーケーブルで
本機のDIGITAL INPUT OPTICAL(DVD)端子に接続する。
※DVDプレーヤーのデジタル音声出力端子がCOAXIALタイプの端子の場合は、裏面の
「端子の割り当てを変更する」をご覧ください。

手順4 映像ケーブルを接続する
「手順4」の図の1および2のように接続します。

手順5 DVDを再生する
1. DVDプレーヤー、本機、モニター（テレビ）の電源コード
をACコンセントに接続し、電源を入れる。

2. VOLUMEコントロールを最小にします。

3. 本機のSPEAKERS ON/OFFスイッチ
を押してON（ ）にセットする。

4. 本機のSPEAKERS A/Bスイッチを押
して、音を出すメインスピーカーを選ぶ。
※この図に従って接続した場合はA（ ）にセットし
ます。

5. 本機のINPUTl/hキーを繰り返し押すか、リモコンの入力
選択キーを押して、DVDを選ぶ。
※選んだ映像／音声の種類が数秒間、本機前面のディスプレイに表示されます。

INPUT

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

6. DVDを再生する。
※VOLUMEコントロールで音量を調節してDVDを再生します。

※音声が出ない場合には、DVDプレーヤーで音声の設定をします。

スピーカーケーブルを接続する際は、プラス(＋)
とマイナス(－)、(L)と(R)を間違えないように注
意してください。

DSP-AX340

簡易接続ガイド

手順 1
メインスピーカー (R)

メインスピーカー (L)

サブウーファー�
センタースピーカー�

リアスピーカー (R)

1.5～1.8m

リアスピーカー (L)

C2003  All Right Reserved.Printed in China       WB14700

本機および接続するすべての機器の電源コードがACコンセント
に接続されていないことを確認する。

手順1  スピーカーの設置場所を決める
※取扱説明書の@ページを参照

手順2 スピーカーケーブルを接続する
1. スピーカーケーブル先端部の絶縁部を10mmくらいはがす。

2. 芯線をしっかりとよじる。
芯線をしっかりとよじらないとショート

（短絡）の原因になります。

3. MAIN A SPEAKERS端子に接続する。

a)スピーカー端子を左に回してゆるめる。
b)スピーカー端子のわきの穴に
スピーカーケーブルの芯線を
差し込む。

スピーカーケーブルは端子の穴に、しっかりと差

し込みます。プラス(＋)とマイナス(－)がショート
(短絡)していたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込

むと、故障や音が出ない等の原因になります。

c)スピーカー端子を右に回して、締め付け
る。

10mm

押しつける�

さしこむ�

はなす�

ゆるめる�

さしこむ�

しめつける�

SPEAKERS

AON

BOFF

SPEAKERS

AON

BOFF

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–
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各部の名称とはたらき

前面

1
スタンバイ オン

STANDBY/ONスイッチ
本機の電源の入/待機（スタンバイ）を切り替えます。
なお、電源を入れて数秒間は音が出ません。
スタンバイモード中は、リモコンからの赤外線信号を受信
するために、少量ながら電力を消費します。

2 リモコン受光窓
リモコンからの信号を受信します。

3 ディスプレイ
プログラムの名称や、設定値などを表示します（14ペー
ジ）。

4
チューニング モード オート マニュアル モノ

TUNING MODE（AUTO/MAN’L MONO）キー
手動（マニュアル）選局または自動（オート）選局を選びます。
自動選局する場合は、このキーを押してAUTOインジケー
ターを点灯させます。手動選局する場合は、AUTOインジ
ケーターを消します（33ページ）。

5
プリセット チューニング エディット

PRESET/TUNING（EDIT）キー
選局するときに、あらかじめ登録（プリセット）した局から
選ぶか、または周波数から選局するのかを切り替えます。
また、登録した局の入れ替えもこのキーで行います（36
ページ）。

6
エフエム エイエム

FM/AMキー
FM放送、 AM放送受信を切り替えます。

7
メモリー マニュアル オート エフエム

MEMORY（MAN’L/AUTO FM）キー
受信した放送局を登録（プリセット）します。3秒以上押す
と、オートプリセット機能を利用できます（34、35ペー
ジ）。

8
ボリューム

VOLUMEコントロール
本機の音量を調節します。
録音用のOUT（REC）端子の音量には影響しません。

9
フォーンズ

PHONES端子
ヘッドホンを接続します。
ヘッドホンを接続してもスピーカーからの音は消えません。
スピーカーからの音を消すには、SPEAKERS ON/OFFス
イッチをOFFにセットしてください。

0
スピーカー オン オフ

SPEAKERS ON/OFFスイッチ
SPEAKERS A/Bスイッチで選んだスピーカーから音声を
出力する（ON）か、しない（OFF）かを選びます。

VOLUME

STANDBY
/ON

MODE START
PTY SEEK

RDS MODE/FREQ EON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

1 2 543 6 7 8

y9 0 qw r iute po
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11

は
じ
め
に

q
スピーカー

SPEAKERS A/Bスイッチ
音声を出力するメインスピーカーの系統（AとB）を選びます
（30ページ）。

w
ステレオ エフェクト

STEREO（EFFECT）キー
ステレオ音声（2チャンネル）と音場効果を加えた音声を切
り替えます。
STEREOを選択すると、音場効果を加えない音声がメイン
L/Rスピーカーから出力されます（42ページ）。

e
プログラム

PROGRAM l/h キー
音場プログラムを選びます（39ページ）。

r A/B/C/D/Eキー
FM/AM放送を聴くときに、プリセットグループ（A、B、C、
D、E）を選びます。

ネクスト

NEXTキー
入力がTUNER以外のとき、セットメニューを呼び出しま
す。

t
プリセット チューニング

PRESET/TUNING l/h キー
聴く放送局を選択します。1－8の登録（プリセット）した局
から選ぶか、周波数で選局してください（33、36ページ）。

セット メニュー

SET MENU ＋/－キー
入力がTUNER以外のとき、セットメニューの設定に使用
します。

y
コントロール

CONTROLキー
音色を調節する音域を切り替えます。キーを押すごとに
BASS（低音域）とTRBL（高音域）が切り替わります。

u
バス トレブル

BASS/TREBLE ＋/－キー
CONTROLキーを押して選んだ音域を調節します。＋側を
押すと選んだ音域が強調され、－側を押すと減衰します。

ご注意

トーンコントロールにより、メインチャンネルを極端にブー

スト（増強）、またはカット（減衰）した場合、メインL/Rとセ

ンター、リア（エフェクト）スピーカーの間で、音のつながり

が悪くなることがあります。

各部の名称とはたらき

i
インプット モード

INPUT MODEキー
同じ機器をデジタル/アナログ両方の入力端子に接続してい
る場合に、入力信号の優先順位を設定できます（32ページ）。
ただし、6CH INPUT端子に接続した機器を入力ソースとし
て選んでいるときは、設定した入力信号の優先順位は無効に
なります。

o
インプット

INPUT l/hキー
再生したい入力ソースを選びます（30ページ）。

p
チャンネル インプット

6CH INPUT キー
6CH INPUT端子に入力されている信号を選びます。
INPUTセレクターやリモコンの入力選択キーで選んだ入力
ソースよりも優先されます（30ページ）。

背面については16ページを参照してください。

000_AX340_09-15(03.4.2)a.p65 03.4.2, 10:21 PM11
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各部の名称とはたらき

リモコン
複数の名称、シンボルがついているキーについては黄色で
書かれた本機操作用の機能について説明します。緑と白で
書かれた機能については選んだ機器で異なります（63ペー
ジ）。

1 赤外線送信部
リモコン操作用の赤外線信号を送信します（15ページ）。

2
パワー

AV POWERキー
入力選択キーで選んだ機器のメーカーコードが設定されて
いる場合、その機器の電源を入/切します（63ページ）。

3
テレビ パワー

TV POWERキー
メーカーコードを設定したテレビ（モニター）の電源を入/切
します（63ページ）。

4 入力選択キー
再生したい入力ソースを選びます（30ページ）。入力ソース
にあわせて、リモコンの機能も切り替わります。

5 オペレーションセクション
入力選択キーで選んだ機器のメーカーコードが設定されて
いる場合、その機器の基本操作を行います（63ページ）。

6 テレビ操作キー
メーカーコードを設定したテレビ（モニター）の操作を行い
ます（63ページ）。

7 音場プログラムキー
音場プログラムを選びます（39ページ）。

プリセット番号キー
入力選択キーでTUNERを選択している場合、1－8の登録
（プリセット）局番号を直接選択します。

8
レベル

LEVELキー
各スピーカー（メインL/R、センター、リアL/R、サブウー
ファー）レベルの調節モードに入ります。

9 カーソルキー（u/d/j/i）
セットメニューや音場プログラムのパラメーターの選択/設
定に使います。

プリセット チャンネル

PRESET/CHキー
入力選択キーでTUNERを選択した場合、1－8の登録（プ
リセット）局番号を選択します（36ページ）。

0
テスト

TESTキー
テストトーンを出力します（29、60ページ）。

q
スタンバイ

STANDBYキー
本機の電源をスタンバイ（待機状態）にします。

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

ENTER+1009
STEREO /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

6.1/5.1NIGHT

4

5

6

1

2

3

7

9

0

8

q

t

r

w

e

y

u

i

s

p
a

o
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各部の名称とはたらき

w
システム パワー

SYSTEM POWERキー
本機の電源を入れます。

e
スリープ

SLEEPキー
スリープタイマーを設定します（38ページ）。

r
チャンネル インプット

6CH INPUTキー
6CH INPUT端子に入力されている信号を選びます。本体
のINPUTl/hキーやリモコンの入力選択キーで選んだ入
力ソースよりも優先されます（30ページ）。

t
コード セット

CODE SETボタン
メーカーコードを設定するときに押します（62ページ）。

y
アンプ

AMPキー
リモコンの機能を本機の操作用に切り替えます。

u
ボリューム

VOLUME ＋/－キー
本機の音量を調節します。
録音用のOUT(REC)端子の音量には影響しません。

i
ミュート

MUTEキー
音量を下げます。音量を下げている間はディスプレイの
MUTEインジケーターが点滅します。
もう1度押すと、元の音量に戻ります（31ページ）。

o 6.1/5.1キー
ドルビーデジタルやDTSなどの5.1チャンネルソフトを
6.1チャンネルで再生するときに押します（40ページ）。

p
ステレオ

STEREOキー
ステレオ音声（2チャンネル）と音場効果を加えた音声を切
り替えます。STEREOを選択すると、音場効果を加えない
音声がメインL/Rスピーカーから出力されます（42ペー
ジ）。

a
ナイト

NIGHTキー
夜間など、小音量で音声を楽しむときに押します（31ペー
ジ）。

s
セット メニュー

SET MENUキー
セットメニューモードを選択します。

A/B/C/D/Eキー
入力選択キーでTUNERを選択している場合、プリセット
グループ（A、B、C、D、E）を選びます（36ページ）。

000_AX340_09-15(03.3.28)a.p65 03.3.28, 1:25 PM13
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1 デコーダーインジケーター
本機内蔵のデコーダーが作動中に、それぞれのインジケー
ターが点灯します。

2
バーチャル

VIRTUALインジケーター
バーチャルシネマDSP時に点灯します。

3 ヘッドホンインジケーター
PHONES端子にヘッドホンを接続すると点灯します。

4 入力ソースインジケーター
現在のソース表示下部に  が点灯します。

5 音場インジケーター
DSP音場プログラム使用時に、どのような音場処理をして
いるかを表示します。

6
オート

AUTOインジケーター
チューナーをオート選局にすると点灯します。

7
ミュート

MUTEインジケーター
MUTEキーを押して、音量を下げている間点滅します。

8
ボリューム

VOLUMEインジケーター
現在の音量を表示します。音量が大きくなるにつれて右側
にインジケーターが増えていきます。

9
ピーシーエム

PCMインジケーター
PCM信号再生時に点灯します。

0
サイレント

SILENTインジケーター
サイレントシアター時に点灯します。

q マルチインフォメーションディスプレイ
音場プログラム名や各種設定値、放送局の周波数やプリ
セット番号を表示します。

ディスプレイ

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD

MATRIX
   DIGITAL

PL
PLPCM

SILENT DSPHiFi
NIGHTVIRTUAL AUTOSTEREO SLEEP

VOLUMEMUTE
MEMORYTUNED

L C R

RLLFE RC RR
DUAL~~~~~~~~~~~~~~ dB

f t
AAC

1 3 4 5 8762

9 0q w ye r u i p at o

各部の名称とはたらき

w
ナイト

NIGHTインジケーター
ナイトリスニングモード時に点灯します。

e
ハイファイ

HiFi DSPインジケーター
Hi-Fi DSP音場プログラム選択時に点灯します。

r
シネマ

CINEMA DSPインジケーター
CINEMA DSP音場プログラム選択時に点灯します。

t
ステレオ

STEREOインジケーター
AUTO表示が点灯しているときに、電波の強いFMステレ
オ放送を受信すると点灯します。

y
チューンド

TUNEDインジケーター
FM/AM放送が受信されたときに点灯します。

u
メモリー

MEMORYインジケーター
放送局を登録（プリセット）するときに点滅します。

i
スリープ

SLEEPインジケーター
スリープタイマーの作動中に点灯します。

o
デュアル

DUALインジケーター
ドルビーデジタル、DTSおよびAACのDUAL MONOまた
はMULTI MONOなど、音声多重モノラルのデジタル信号
入力時に点灯します。

p
エルエフイー

LFEインジケーター
入力信号にLFEが含まれているときに点灯します。

a 入力信号チャンネルインジケーター
再生ソースのデジタル信号に含まれる、音声チャンネルに
対応したインジケーターが点灯します。
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■リモコンの使用範囲

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受
光部に向けて正しく操作してください。

■リモコンの取り扱いについてのご注意
• 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。
• リモコンを落とさないでください。
• 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。
－ ストーブのそばや風呂場など、温度・湿度の高いとこ
ろ。

－ ほこりの多いところ。
－ 極端に寒いところ。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

SYSYTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

ENTER+1009
STEREOMATRIX 6.1SELECT- /DTS

8765
1 - MOVIE THTR - 2MONO MOVIETV SPORTS

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

30° 30°

リモコンを準備する

■リモコンに電池を入れる

1 リモコンの裏ぶたの  マークを押しながら、電池カ
バーを取りはずす。

2 付属の単3乾電池（2本）を、リモコンの電池ケース内の
表示にあわせて、プラス（＋）とマイナス（－）の向きを間
違えないように、正しく入れる。

3 裏ぶたを閉じる。

■リモコンの乾電池についてのご注意
• 消耗した乾電池は早めに交換してください。
• 新しい乾電池と、1度使用した乾電池を混ぜて使用しな
いでください。

• 種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて
使用しないでください。同じ形状でも性能の異なるもの
があります。

■乾電池が消耗したときは、交換してくだ
さい

乾電池が消耗すると、リモコンを操作できる距離が極端に
短くなったりします。このような場合は、すべて新しい乾
電池に交換してください。

ご注意

• 乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよう注意して破

棄してください。液が目や口に入ったり、皮膚についたりし

た場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。新

しい乾電池を入れる前に電池ケース内をきれいにふいてく

ださい。

• 電池を外したまましばらく（2分以上）放置したり、消耗し

た乾電池をリモコンにそのまま入れておくと、リモコンに

設定したメーカーコードなどのメモリー内容が消えてしま

うことがあります。このような場合は、乾電池を新しいもの

に交換して、メーカーコードを設定してください。

6m以内1

3

2
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接続する

■接続に関しての注意
• 接続する前に、本機および接続する機器の電源コードが
ACコンセントに接続されていないことを確認してくださ
い。

• 右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、入力（IN）、出力
（OUT）などを確認して正しく接続してください。接続す
る機器によっては接続方法や端子の名前が異なることが
あります。接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧く
ださい。

• 端子名は入力選択キーに対応しています。

■デジタル端子の接続
本機は、同軸ケーブルや光ファイバーケーブル経由で、デ
ジタル信号を直接伝送できるデジタル端子（COAXIAL また
は OPTICAL）を装備しています。デジタル端子はPCM、ド
ルビーデジタル、DTS、AAC兼用です。COAXIAL端子と
OPTICAL端子から同時にデジタル信号が入力されると、
COAXIAL端子からの入力信号を優先します。本機のデジ
タル入力端子は、サンプリング周波数32kHzの衛星放送A
モードからCDやMDディスクの44.1kHz、衛星放送Bモー
ドとDVDディスクの48kHzに対応しています。また、
DVDディスクの96kHzにも対応しています。

ご注意

• 本機のOPTICAL端子は、EIAJ規格に基づいて設計されて

います。EIAJ規格を満たさない光ファイバーケーブルを使

用すると、正常に動作しないことがあります。

※工場検査用端子ですので、ご使用になれません。

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER SPEAKERS
LR

LR

LR

LR

CD DVD

AM

MAIN

A

MAIN

REAR
(SURROUND)

CENTER

BANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

MAIN A OR B :  6Ω MIN./SPEAKER

CENTER :  6Ω MIN./SPEAKER
REAR  :  6Ω MIN./SPEAKER

※�

オーディオ入出力端子�
（22ページ）�

ビデオ入出力端子�
（20～21ページ）�

6CH INPUT端子�
（24ページ）�

  SUBWOOFER端子�
（19ページ）�

アンテナ端子�
（23ページ）�

スピーカー端子�
（18、19ページ）�

デジタル入力端子�
（20～22ページ）�
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■スピーカーの設置場所を決める
スピーカーは下図のように配置してください。

メインL/Rスピーカー
左右のスピーカーをリスニングポジションから等距離に設
置します。

センタースピーカー
メインスピーカーの中間に設置します。テレビ（モニター）
を設置している場合は、テレビ（モニター）画面とスピー
カーの前面を揃え、テレビ（モニター）の上や下など、でき
るだけテレビ（モニター）画面に近いところの中央に設置し
ます。

リアL/Rスピーカー
後方斜め、スピーカーをリスニングポジションに向けて設
置します。床に直接座って聴く場合は、床から約1.5m、椅
子に座って聴く場合は、床から約1.8mの高さが適当です。

サブウーファー
前方左右どちらかの外側で、壁の反射を防ぐために少し内
向きに設置します。低音の聴こえ方は、スピーカーを置く
位置と聴く位置の両方に影響されるので、設置する位置を
変えてお試しください。

ご注意

5スピーカーシステムでお使いにならないときは、お使いに

なるスピーカーにあわせて、アンプの出力設定を変更してく

ださい（26～28ページ）。

■本機は5スピーカーシステムに対応して
います

本機はメインL/Rスピーカー（2本）、センタースピーカー
（1本）、リアＬ/Ｒスピーカー（2本）の5スピーカーシステ
ムを使って最良の音場効果が得られるよう設計されていま
す。
メインL/Rスピーカーはメインチャンネルの音声（ステレオ
音声）と効果音を出力し、リアＬ/Ｒスピーカーはサラウン
ドと効果音、センタースピーカーは会話やボーカルなど画
面中央に定位する音を出力します。

本機と接続するスピーカーを選ぶポイント
• 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声
など（音色）が不自然に変化することがあります。できる
だけ、メーカーや音色の揃ったスピーカーの使用をおす
すめします。

• 同一メーカーが同じ時期に販売しているシリーズのス
ピーカーで、スピーカーシステムを揃えることをおすす
めします。

サブウーファーで低音域の音響効果を向上できます
別売りのサブウーファーをご使用になると、さらに音響効
果を向上させることができます。サブウーファーは低音を
強調するだけでなく、ドルビーデジタルやDTS、AACに含
まれるLFE信号を正確に再現することができます。

スピーカーは防磁型スピーカーをお使いください
防磁型以外のスピーカーを使用すると、テレビ（モニター）
に映る映像が乱れることがあります。特に画面近くに設置
する必要のあるセンタースピーカーやサブウーファーには、
防磁型スピーカーのご使用をおすすめします。
防磁型スピーカーをお使いの場合でもテレビ（モニター）の
映像が乱れるときは、スピーカーをテレビ（モニター）と離
して設置してください。

メインLスピーカー

1.5～1.8m

リアLスピーカー

リアRスピーカー

メインRスピーカー
センタースピーカー サブウーファー

スピーカーを準備する

接続する
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■スピーカーケーブルを接続する
右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、「＋」（赤）、「－」（黒）を確認して正しく接続してください。極性（＋、－）を間違えて
接続した場合、不自然な再生音になります。

重要

• スピーカーケーブルを接続する場合、ショートしないように注意してください。ショートした状態で電源を入れると、本機

の保護回路が働いて自動的にスタンバイ状態になりますが、故障の原因になる恐れがあります。

• 接続するスピーカーのインピーダンスは6Ω以上のものを使用してください。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使

用すると、保護回路が働いたり、故障する恐れがあります。

一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケー
ブルです。ケーブルのうちの1本は極性を判別するために
異なった色またはラインが入っています。

1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を、10mmぐら
いはがす。

2 芯線をしっかりとよじる。
しっかりよじらないと、ショート（接触）の原因になりま
す。

メイン スピーカー

MAIN A SPEAKERS端子に接続する

1 スピーカー端子を左に回してゆるめる。

2 スピーカー端子のわきの穴に、スピーカーケーブルの芯
線を差し込む。

3 スピーカー端子を右に回して、締め付ける。

ご注意

市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締

めてから差し込んでください。

メイン センター リア スピーカー

MAIN B/CENTER/REAR SPEAKERS端子に接続する

1 スピーカー端子のレバーを押す。

2 レバーを押したまま、スピーカー端子の穴に、スピー
カーケーブルの芯線を差し込む。

3 レバーを放して、ケーブルを固定する。

10 mm

赤: ＋
黒: －

バナナプラグ

1 2

接続する

1
2

3

赤: ＋
黒: －

3
1

2

000_AX340_16-30(03.3.4)a.p65 03.3.4, 6:58 PM18



19

準
備
す
る

メイン スピーカー

MAIN SPEAKERS端子
メインスピーカーを接続します。

リア スピーカー

REAR SPEAKERS端子
リアスピーカーを接続します。

センター スピーカー

CENTER SPEAKER端子
センタースピーカーを接続します。

サブウーファー

SUBWOOFER端子
ヤマハ アクティブサーボ サブウーファーシステムなどの
アンプ内蔵サブウーファーを使用するときは、
SUBWOOFER端子につなぎます。
メイン、センターおよびリアチャンネルからの90Hz以下
の低音域の信号はこの端子に送られます。ドルビーデジタ
ル、DTS、AACデコード時のLFE信号もこの端子に出力さ
れます。

1

2
4

3

6

5

リスニングルーム内の各スピーカーの配置は、下図のよう
になります。

接続する

ご注意

セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」と「SOUND-3 LFE LEVEL」の設定によっては、SUBWOOFER端子から音声

信号が出力されない場合もあります。

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER SPEAKERS
CLASS 2 WIRINGLR

LR

LR

LR

CD DVD

AM

MAIN

A

MAIN

REAR
(SURROUND)

CENTER

BANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

MAIN A OR B :  6Ω MIN./SPEAKER

CENTER :  6Ω MIN./SPEAKER
REAR  :  6Ω MIN./SPEAKER

3

65

21

4

サブウーファー�

メインAスピーカー�
右� 左�

メインBスピーカー�
右� 左�

センター�
スピーカー�

リアスピーカー�
右� 左�
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■ビデオ端子について
本機には以下のビデオ端子が備えられています。
VIDEO端子

コンポジットビデオ信号を伝送しま
す。

■モニター(テレビ)を接続する
モニター(テレビ)のビデオ入力端子をVIDEO(MONITOR
OUT)端子に接続します。

■ DVDプレーヤーを接続する
DVDプレーヤーの光デジタル出力端子をDIGITAL INPUT
OPTICAL(DVD)端子に接続します。また、ビデオ出力端子
をVIDEO(DVD)端子に接続します。

yヒント
• 光デジタル出力端子がない場合は、同軸デジタル出力端子

をDIGITAL INPUT COAXIAL (CD) 端子に接続すること

もできます。この場合は、セットメニュー「INPUT-1 I/O

ASSIGN」で接続した端子の割り当てを変更することをおす

すめします（58ページ）。

• デジタル出力端子がない場合は、オーディオ出力端子を

AUDIO(DVD)端子に接続します。

映像(ビデオ)機器を接続する

VIDEO

接続する

■衛星放送/CATVチューナーを接続する
衛星放送/CATVチューナーのオーディオ出力端子をAUDIO
(D-TV/CBL)端子に接続します。また、ビデオ出力端子を
VIDEO(D-TV/CBL)端子に接続します。

■ゲーム機/ビデオカメラなどを接続する
お使いのゲーム機/ビデオカメラなどのオーディオ出力端子
をAUDIO(V-AUX)端子に接続します。また、ビデオ出力端
子をVIDEO(V-AUX)端子に接続します。

■ビデオデッキ/DVDレコーダーを接続
する

再生する場合は、ビデオデッキ/DVDレコーダーのオー
ディオ出力端子をAUDIO IN(VCR)端子に接続します。ま
た、ビデオ出力端子をVIDEO IN(VCR)端子に接続します。
録画する場合は、ビデオデッキ/DVDレコーダーのオー
ディオ入力端子をAUDIO OUT(VCR)端子に接続します。
また、ビデオ入力端子をVIDEO OUT(VCR)端子に接続し
ます。
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接続する

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER SPEAKE
CLASS 2 WLR

LR
CD DVD

AM

MAIN

A

ANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

MAIN A OR B :  6Ω MI

VIDEO
入力�

V

V

テレビ�
(モニター)

LR

R L

LR

R L

AUDIO
入力�

AUDIO
出力�

ビデオデッキ�
DVDレコーダー�

�

V

V
VIDEO
出力�

V

V
VIDEO
入力�

AUDIO
出力�

LR

R L
VIDEO
出力� V

V

OPTICAL出力�

O

O

DVDプレーヤー�

AUDIO
出力�

LR

R L

衛星放送/CATV�
チューナー�

VIDEO
出力�V

V

AUDIO
出力�

LR

R L

ゲーム機器/�
ビデオカメラ�

VIDEO
出力�V

V

V

O

L

R

信号の流れ�

ステレオピンケーブル(L/R)

光ファイバーケーブル

ビデオ用ピンケーブル�
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オーディオ機器を接続する

■CDプレーヤーを接続する
CDプレーヤーの同軸デジタル出力端子をDIGITAL INPUT
COAXIAL(CD)端子に接続します。

yヒント
• 同軸デジタル出力端子がない場合は、光デジタル出力端子

をDIGITAL INPUT OPTICAL (DVD)端子に接続すること

もできます。この場合は、セットメニュー「INPUT-1 I/O

ASSIGN」で接続した端子の割り当てを変更することをおす

すめします（58ページ）。

• CDプレーヤーにデジタル出力端子がない場合、またはCD

プレーヤーからの音を録音したい場合は、CDプレーヤーの

オーディオ出力端子をAUDIO(CD)端子に接続します。

■MDレコーダー/CDレコーダーを接続
する

再生する場合は、MD/CDレコーダーのオーディオ出力端
子をAUDIO IN(MD/CD-R)端子に接続します。
録音する場合は、MD/CDレコーダーのオーディオ入力端
子をAUDIO OUT(MD/CD-R)端子に接続します。

接続する

yヒント
• カセットデッキを接続する場合は、同様にAUDIO(MD/

CD-R)端子に接続します。

ご注意

本機に録音機器を接続している場合、本機の使用中は録音機

器の電源を入れたままにしてください。録音機器の電源が切

れていると、本機の音が歪むことがあります。

■テレビ(音声)を接続する
お使いのテレビのオーディオ出力端子を空いているAUDIO
端子に接続します。

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER
LR

CD DVD

AM
ANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

L

R

C 同軸ケーブル�

信号の流れ�

ステレオピンケーブル(L/R)

L

R

L

R

L

R

L

RAUDIO出力�

AUDIO入力�

AUDIO出力�

CDレコーダー�
MDレコーダー�

L

R

L

R

CC

COAXIAL出力�
CDプレーヤー�

LR

R L

AUDIO
出力� テレビ�

(音声)
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■ AMループアンテナを接続する

1 アンテナをアンテナスタンドに取り付ける。

2 AM ANT端子とGND端子のレバーを押し込んだ状態
で、AMループアンテナのコードをAM ANT端子と
GND端子に差し込む。
コードに極性はありません。

3 レバーを放して、コードを固定する。
コードを軽く引いて、正しく固定されたかどうか確認し
てください。

yヒント
• 受信がうまくいかない場合はアンテナを左右に回し受信状

態が最も良くなる方向に向けてください。

• 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置する

ことをお勧めします。詳しくは、最寄りのヤマハ電気音響製

品のサービス拠点にお問い合わせください。

ご注意

• AMループアンテナは、本機から離して設置してください。

• 屋外アンテナを接続した場合でも、AMループアンテナは

必ず接続しておいてください。

アンテナを接続する

本機にはAMループアンテナ及びFM簡易アンテナが付属し
ています。 付属のアンテナは、電波状況が非常に良い地域
で受信する場合にご使用ください。
各アンテナを端子に正しく接続してください。

■ FM簡易アンテナを接続する
付属のFM簡易アンテナをFM ANT端子に接続してくださ
い。

FM屋外アンテナを接続するときは
アンテナの同軸ケーブルを市販のF型コネクターを使って、
FM ANT端子に接続します。詳しくは、屋外アンテナをお
買い求めの販売店にご相談ください。

AMループアンテナ
（付属）

FM簡易アンテナ
（付属）

アース（GND端子）
GND端子は安全アースではありません。
雑音が多いときに、接続すると雑音を低
減することができます。アースは市販の
アース棒か銅板に、ビニール被覆線を接
続し、湿気の多い地中に埋めてください。

レバーを押し込む

接続する

DEO TUNER

AM
ANT

GND

FM
ANT

MONITOR
OUT

75Ω UNBAL.
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接続する

6チャンネル出力端子がある機器
を接続する

DVDプレーヤーやSACDプレーヤー、6チャンネル外部デ
コーダーなど、6チャンネル出力端子がある機器を6CH
INPUT端子に接続できます。

ご注意

• 6CH INPUT端子から入力した信号には、本機の音場効果

はかかりません。

• ヘッドホン使用時には、メインL/Rチャンネルの音声のみ

ヘッドホンに出力されます。

電源コードを接続する
すべての接続が終了したら、家庭用AC100V、50/60Hz
のACコンセントに電源コードのプラグを接続します。
接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音質が変
わることがありますので、お好みの向きで接続してくださ
い。

2

1

FM
ANTMAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

/CD-R

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

LR

R L

LR

R L

SURROUND
出力�

L

R

信号の流れ�

ステレオピンケーブル(L/R)

MAIN
出力�

DVDプレーヤー、�
SACDプレーヤーなど�

CENTER
出力�

SUBWOOFER
出力�

L

REAR
URROUND)

N./SPEAKER
N./SPEAKER

電源コード�
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電源を入れる
ここまでのすべての準備が終わったら、本機の電源を入れ
ます。

1 STANDBY/ONスイッチ（またはリモコンのSYSTEM
POWERキー）を押す。
本機の電源が入ります。

2 DVDなどの映像ソースを再生する場合は、本機と接続
したテレビ（モニター）の電源を入れる。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

1

STANDBY
/ON

本体

または

リモコン

接続する

POWER
SYSTEM

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

+ ++

1
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使用環境にあわせて簡単に設定する（BASIC）

お部屋のサイズや、接続したスピーカーの数にあわせて、簡単に再生に適した設定にします。
BASICメニューでは、ヤマハが推奨するリスニング環境を簡単に設定することができます。さらにSOUNDメニューによ
り、お好みのリスニング環境を設定することができます。BASICメニューを使わずに、お好みの環境を設定するには、「音
声出力を設定する（SOUND）」（54ページ）を参照し、SOUNDメニューから設定してください。

操作手順
リモコンで操作します。設定する前に、本体のSPEAKERS
A/Bスイッチを押して音を出すメインスピーカーを選び、
SPEAKERS ON/OFFスイッチをONにセットしてくださ
い。また、ヘッドホンを接続している場合は、ヘッドホン
を外してください。

1 AMPキーを押してAMPを選択する。

2 SET MENUキーを押す。
ディスプレイに「B A S I C
M E N U 」と表示されます。
「BASIC MENU」以外が表示さ
れている場合は、「B A S I C
MENU」と表示されるまでu
キーを押します。

3 j/iキーを押す。
BASICメニューの設定モードに
入ります。

4 u/dキーを押して、設定したい
項目を選ぶ。

設定項目は以下の2つです。
SETUP
使用するスピーカーや、お部屋のサイズにあわせて、ア
ンプの出力設定を変更します。
「スピーカーシステムにあわせて出力設定する
(SETUP)」（28ページ）を参照してください。
SP LEVEL
接続したスピーカーからの音声出力レベルを調節しま
す。
「スピーカーの音声出力レベルを調節する（S P
LEVEL）」（28ページ）を参照してください。

5 j/iキーを押す。
選んだ項目の設定モードに入ります。

6 j/iキーを押して、設定を変更する。

7 セットメニューを終了するとき
は、メニュー表示が消えるまで、
u/dキーを繰り返し押す。

SET MENU

A/B/C/D/E

MENU

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

2
4,7

3,5,6

1
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操作の流れ

BASIC SOUND INPUT OPTION

1 SETUP
j/iキーで各項目の設定を変更します。
次の項目に移るにはdキーを押しま
す。

1 ROOM:
S/M/Lから選択

2 SUBWOOFER:
YES/NONEどちらかを選択

3 SPEAKERS:
2/3/4/5 spkから選択

4 SET / CANCEL
どちらかを選択

5 CHECK OK:
YES/NOどちらかを選択

2 SP LEVEL
j/iキーでメインL、リアLスピーカー
との音声出力レベルのバランスを調節
します。次の項目に移るにはdキーを
押します。

1 L-R
メインLとメインRのバラン
スを調節

2 C
メインLとセンターのバラ
ンスを調節

3 RL
メインLとリアLのバランス
を調節

4 RR
リアLとリアRのバランスを
調節

5 SWFR
メインLとサブウーファー
のバランスを調節

セットメニュー

YES

CANCEL

NO
SET

使用環境にあわせて簡単に設定する（BASIC）

•「1 SETUP」 4でSETを選択した場合は、「2 SP LEVEL」で各スピーカーの音声出力レベルを調節しなおしてください。
• BASIC以外のセットメニュー項目については、52～59ページを参照してください。
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スピーカーシステムにあわせて出
力設定する（SETUP）

お部屋のサイズや、使用するスピーカーにあわせて、アン
プの出力設定をします。u/dキーを押して、設定する項目
(1～5)を選び、j/iキーを押して各項目の設定を変更しま
す。

1 部屋の大きさを選ぶ(ROOM)
選択項目: S、M、L
初期設定: M

本機を使用する部屋にあわせて、大きさを選びます。大き
さの目安はSが3.6m×2.8m（6畳）、Mが4.8m×4m（12
畳）、Lが6.3m×5m（18畳）です。

2 サブウーファーの有無を選ぶ(SUBWOOFER)
選択項目: YES、NONE
初期設定: YES

サブウーファーを使用するときはYESを、使用しないとき
はNONEを選びます。

3 スピーカーの本数を選ぶ(SPEAKERS)
選択項目: 2、3、4、5 (spk)
初期設定: 5spk

使用するスピーカーの本数を選びます。下記の表を参考に、
適切な本数を選択してください。

ご注意

スピーカーの本数は、サブウーファーを除く合計使用本数を

選んでください。

4 設定する/キャンセルする
(SETまたはCANCEL)

上記1～3で選んだ内容で設定するか、キャンセルするか
を選びます。
SETを選ぶと、1～3で選んだ内容で設定します。表示が
「CHECK: TestTone」に変わり、テストトーンが出力され
ます。

使用環境にあわせて簡単に設定する（BASIC）

CANCELを選ぶと、1～3で選んだ内容をキャンセルし、
SETUPメニューを終了します。

5 各スピーカーからの音量を確認する(CHECK)
4でSETを選ぶと、表示が「CHECK: TestTone」に変わ
り、テストトーンが出力されます。テストトーンの出力が
始まると、表示が「CHECK OK ? ・・ YES」に変わります。
各スピーカーから同じ音量でテストトーンが聞こえる場合
はYESを、音量の調節が必要な場合はNOを選びます。
YESを選んだ場合は、dキーを押してSETUPメニューを
終了します。
NOを選ぶと、自動的に「2 SP LEVEL」に入ります。

yヒント
• テストトーンは2回巡回します。

• テストトーンの巡回中は、本体ディスプレイの入力信号イ

ンジケーターは、テストトーンを出力しているスピーカー

を点滅表示します。

スピーカーの音声出力レベルを調
節する（SP LEVEL）

メインL、リアLスピーカーと各スピーカーから出力される
テストトーンの音量を比較して、同じ音量になるようにバ
ランスを調節します。u/dキーを押して、比較するスピー
カー(1～5)を選び、j/iキーを押してバランスを調節しま
す。

yヒント
テストトーンは選んだスピーカーから交互に出力されます。

本体ディスプレイの入力信号インジケーターで、テストトー

ンを出力しているスピーカーを点滅表示します。

1 L-R
メインLスピーカーとメインRスピーカーのバランスを調節
します。

2 C
メインLスピーカーとセンタースピーカーのバランスを調
節します。

3 RL
メインLスピーカーとリアLスピーカーのバランスを調節し
ます。

4 RR
リアLスピーカーとリアRスピーカーのバランスを調節しま
す。

5 SWFR
メインLスピーカーとサブウーファーのバランスを調節し
ます。

選択項目

2spk

3spk

4spk

5spk

入力信号インジ

ケーターの表示

L R

L C R

L R

RL RR

L C R

RL RR

使用するスピーカー

メインL/メインR

メインL/センター/メインR

メインL/メインR/リアL/

リアR

メインL/センター/メインR/

リアL/リアR
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スピーカーから音が出ているか確認する

テストトーンを使用して、接続したスピーカーから音が出
るか確認できます。

1 AMPキーを押してAMPを選択する。

2 TESTキーを押す。
テストトーンが出力されます。

3 テストトーンが聞こえるように、VOLUME ＋/－キー
を押して本機の音量を調節する。

4 u/dキーを繰り返し押して、調節したいスピーカーを
選ぶ。
dキーを押すごとに、下記の順に調節するスピーカーが
切り替わります。
TEST LEFT(メインL)→TEST CENTER(センター)→
TEST RIGHT(メインR)→TEST R SUR.(リアR)→
TEST L SUR.(リアL)→TEST SUBWOOFER(サブ
ウーファー)→…
（uキーを押すと、上記とは逆の順に切り替わります。）

yヒント
テストトーンを使用して、各スピーカーの音声出力レベルを

調節することもできます(60ページ)。

音量を上げてもテストトーンが聴こえないときは、スピー

カーの接続が不完全である可能性があります。STANDBY/

ONボタンを押して本機をスタンバイ状態にしてから、電源

コードをACコンセントから抜き、スピーカーの接続を確認

してください。

5 確認が終わったら、TESTキーを押す。
テストトーンが止まります。

ご注意

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」でNONに設

定されているスピーカーからはテストトーンは出力されま

せん。

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」の「1D

BASS」がMAINに設定されている場合、サブウーファーか

らはテストトーンは出力されません。

LEFT SURROUND RIGHT SURROUND 

CENTER 

RIGHT LEFT 

SUBWOOFER

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+– 4

1
3

2,5
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5 本体のINPUT l/h キー、またはリモコンの入力選択
キーを押して、再生したい音声/映像を選ぶ。
選んだ音声/映像（入力ソース）の種類が、ディスプレイ
に数秒間表示されます。

ご注意

入力ソースは、本機に接続している機器名ではなく、そ

の機器をつないでいる本機の端子名に対応しています。

例：LDプレーヤーをD-TV/CBL端子に接続した場合、

LDプレーヤーの音声/映像を楽しむためには、入力

ソースを「D-TV/CBL」に切り替えます。

6CH INPUT端子に接続したオーディオソースを選
択する
6CH INPUTキーを押します。ディスプレイに「6CH
INPUT」と表示されます。

ご注意

• 映像と共に6CH INPUT端子に接続された音声を楽しみた

い場合には、最初にビデオソースを選択して、次に6CH

INPUTキーを押してください。

•「6CH INPUT」がディスプレイに表示されている場合は、

ほかのソースを再生することはできません。別の入力ソー

スを選択するには、6CH INPUTキーを押してディスプレ

イから「6CH INPUT」の表示を消してください。

本機に接続したオーディオ機器やビデオ機器のソフトを再
生します。

1 本体のSTANDBY/ONスイッチ（またはリモコンの
SYSTEM POWERキー）を押して、本機の電源を入れ
る。

2 DVDなどの映像ソースを再生する場合は、本機と接続
したテレビ（モニター）の電源を入れる。

3 本体のSPEAKERS ON/OFFス
イッチを押して0N ( )にセッ
トする。

4 本体のSPEAKERS A/Bスイッ
チを押して、音を出すメインス
ピーカーを選ぶ。

音声/映像を再生する

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

1

7

7

8 53 4 5

STANDBY
/ON

本体

または

リモコン

本体

または

リモコン

6CH INPUT 6CH INPUT

6CH INPUT

本体

または

リモコン

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD
VOLUME

L RDVD AUTO

選んだ入力ソース

POWER
SYSTEM

SPEAKERS

AON

BOFF

SPEAKERS

AON

BOFF

INPUT

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENUEVE

7

8

5

1

5

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD
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■音楽と映像を異なるソースで楽しむ
（バックグラウンドビデオ機能）

バックグラウンドビデオ機能とは、ビデオ系ソースの映像
と、オーディオ系ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能
です(例えばビデオを観ながらクラシック音楽を楽しむこと
ができます）。

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンの入力選択キーで、
オーディオ系ソースを選択します。

■一時的に音量を下げる

リモコンのMUTEキーを押す。
前の音量に戻すには、もう1度
MUTEキーを押します。

yヒント
• セットメニュー「OPTION-3 AUDIO MUTE」で下げる音量

（MUTE、－50dB、－20dB）を選択することができます

（59ページ）。

• 本機をスタンバイ状態にすると、消音が解除されます。

• VOLUME ＋/－キーや音場プログラムキーなどを押しても

消音は解除できます。

• 音量を下げている間は、本体ディスプレイのMUTEインジ

ケーターが点滅します。

■夜間に小音量で音声を楽しむ（ナイトリ
スニングモード）

夜間に小音量で再生する場合でも、セリフなどは明瞭に再
生し、大きな効果音は抑えるモードです。

リモコンのNIGHTキーを押す。
通常の再生に戻るには、もう1度
NIGHTキーを押します。

yヒント
• すべての音場プログラムに対して、ナイトリスニングモー

ドで再生することができます。

• 本機をスタンバイ状態にすると、ナイトリスニングモード

は解除されます。

• 入力ソースにより、効果に違いが生じる場合があります。

• ナイトリスニングモードで再生中は、本体ディスプレイの

NIGHTインジケーターが点灯します。

■本機の使用を終了する

本体のSTANDBY/ONスイッチ（またはリモコンの
STANDBYキー）を押して、本機をスタンバイ状態にす
る。

6 機器の再生（または放送の受信）を始める。
再生する機器の取扱説明書をご覧ください。

ご注意

コピーガード信号が入ったビデオソースを再生すると画

像がブレることがあります。

7 音量を調節する。

必要に応じて本体のCONTROLおよびBASS /
TREBLE ＋/－キーを使って高音域と低音域も調節し
てください。これらの調節はメインスピーカーから出力
される音のみに有効です。

ご注意

• 高・低音域の音声を最大もしくは最小限まで増減する

と、センター、リアL/Ｒスピーカーから出力する音質

はメインL/Ｒスピーカーからの音質と調和がとれなく

なることがあります。

• OUT（REC）端子と接続している機器の電源が切れて

いる場合には、再生音が歪んだり、音量が下がったり

することがあります。このような場合は、接続してい

る機器の電源を入れてください。

8 本体のPROGRAM l/h キー（またはリモコンの音場
プログラムキー）で音場プログラムを選ぶ。
リモコンで操作するには、音場プログラムを選ぶ前に
AMPキーを押してください。

VOLUME

本体

または

リモコン

PROGRAM

本体

または

リモコン

STANDBY
/ON

本体

または

リモコン

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

音声/映像を再生する

VOLUME

+

–

BASS/TREBLECONTROL

STANDBY

NIGHT

0

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

MUTE
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デジタル信号/アナログ信号を切
り替える（入力モード切り替え）

デジタル/アナログ両タイプの信号を入力しているソースに
対して入力信号の優先順位を選んだり、DTSなどの特定の
信号に固定したりすることができます。

希望する入力モードが本体ディスプレイに表示される
まで、本体のINPUT MODEキーを繰り返し押す。

AUTO： 次の順序で入力信号が選ばれます。
1）デジタル信号
2）アナログ信号

DTS： DTS信号以外は再生されません。
AAC： AAC信号以外は再生されません。
ANALOG：アナログ入力に固定されます。デジタル信号が

同時に入力されても再生されません。

yヒント
• 入力モードがAUTOに設定されているときに、ドルビーデ

ジタルまたはDTS、AAC信号が入力されると、自動的に最

適なデコーダーが選択されます。

• セットメニューの「INPUT-2 INPUT MODE」で、本機の電

源を入れたときに、前回指定した入力モードをそのまま使

うか、AUTOに戻すかを指定することもできます。

ご注意

• COAXIAL INPUT端子とOPTICAL INPUT端子へ同時にデ

ジタル信号が入力されると、COAXIAL INPUT端子への入

力信号が優先されます。

• 入力モードがAUTOに設定されているときに、次のような

症状が起こることがありますが、故障ではありません。

－ ドルビーデジタルまたはDTSディスクを再生中にサー

チ（検索）してから再生をはじめると、一部のLDおよび

DVDプレーヤーで、再生音が少し遅れて再生される。

－ デジタル録音されていないLDを再生する場合に、一部

のLDプレーヤーで音声が正常に再生できない。この場

合は入力モードをANALOGに設定して、お使いくださ

い。

■デジタル信号に関するご注意
本機のデジタル入力端子（OPTICAL、COAXIAL）は、サン
プリング周波数96kHzまでのデジタル信号に対応していま
す。デジタル信号の入力にはOPTICAL/COAXIAL両方の
入力端子が使用できますが、48kHzを超えるデジタル信号
を入力する場合は、以下の点にご注意ください。
• 音場プログラムが選択できなくなります。音声はメイン
スピーカーからのみ、通常の2チャンネルステレオ音声
として出力されます。サブウーファーを除く、エフェクト
スピーカーの音量は調節できません。

■ DTS-CD/LDのDTS音声の再生に関す
るご注意

• プレーヤーから出力されるデジタル信号に音量レベル可
変処理などの処理がされている場合は、本機とプレー
ヤーをデジタル接続しても、DTS音声は再生できません。

• DTS音声を再生するには、音声を再生する機器をデジタ
ル入力端子に接続して、入力モードをAUTOまたはDTS
に設定してください。入力モードをANALOGに設定して
再生した場合、雑音が発生することがあります。

• DTS音声を再生中に入力モードをANALOGに切り替え
ると、音声は出力されません。

• 入力モードをAUTOに設定してDTS音声を再生する場合
は：
－ 本機はDTS信号を検知すると、自動的にDTSモード
（t表示が点灯）に切り替わります。DTS音声の再生
が終了したときに、t表示が点滅することがありま
すが、点滅中はDTS音声しか再生できません。DTS音
声の再生が終了後すぐに、通常のPCM音声を再生し
たいときは、入力モードをAUTOに設定しなおしてく
ださい。

－ プレーヤー側でサーチまたはスキップ操作をして
DTS信号がとぎれると、t表示が点滅することがあ
ります。この状態が30秒以上続くと、自動的にDTS
モードから通常のデジタル（PCM）入力に切り替わり、
t表示は消灯します。

INPUT MODE

音声/映像を再生する

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD
VOLUME

L RDVD AUTO

入力モード
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選局する
選局のしかたには、自動的に選局するオート選局と、手動
で選局するマニュアル選局の2種類があります。電波の強
い放送局を受信するときは、オート選局が速くて便利です。

■自動的に選局する（オート選局）

1 INPUT l/h キーを繰り返し押すか、またはリモコン
のTUNERキーを押して、「TUNER」を選ぶ。

2 FM/AMキーを押して、FMまたはAMを選ぶ。

3 TUNING MODE（AUTO/MAN’L MONO）キーを押
して、ディスプレイにAUTOインジケーターを点灯させ
る。

ディスプレイの放送バンド表示（「FM」または「AM」）の
隣にコロン（: ）が点灯している時は、P R E S E T /
TUNING（EDIT）キーを押してコロンを消します。

FM/AM放送を聴く

本体

または

リモコン

FM AMまたは

AUTO
点灯

4 PRESET/TUNING l/h キーを押して、受信したい
放送局を選ぶ。
高い周波数の放送局を探すときは h キー、低い周波数
の放送局を探すときは l キーを押します。

放送局を受信すると、ディスプレイにTUNEDインジ
ケーターが点灯し、周波数が表示されます。

yヒント
電波が弱くてお聴きになりたい放送局が選局できない時は、

手動で選局してください（マニュアル選局）。

■手動でお好みの放送局を選ぶ
（マニュアル選局）

電波の弱い放送局は、手動で選ぶ必要があります。

1 左に記載の「自動的に選局する（オート選局）」の手順2ま
での操作をおこなう。

2 TUNING MODE（AUTO/MAN’L MONO）キーを押
して、ディスプレイのAUTOインジケーターを消す。

ディスプレイの放送バンド表示の隣にコロン（:）が点灯
している時は、PRESET/TUNING（EDIT）キーを押し
てコロンを消します。

3 PRESET/TUNING l/h キー
を押す。
押し続けると、連続して周波数が
変わります。

yヒント
マニュアル選局でFMステレオ放送を受信するとモノラル受

信になりますが、雑音を軽減できます。

AUTO

消灯

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

233

4 1

FM/AM

AUTO/MANUAL MONO

TUNING MODE

EDIT

PRESET/TUNING

PRESET/TUNING

SET MENU

AUTO/MANUAL MONO

TUNING MODE

EDIT

PRESET/TUNING

PRESET/TUNING

SET MENU

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

AUTO
TUNED

A AM 1440 kHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

AUTO
TUNED

A AM 1530 kHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

TUNED

A AM 1440 kHz

INPUT

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD
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放送局を登録する（プリセット）

■ FM放送局を自動登録する
（オートプリセット）

FM放送局を自動的に40局（8局×5グループ）まで登録（プ
リセット）できます。放送局を登録しておくと、あとは簡単
なキー操作で選局することができ、便利です。

1 FM/AMキーを押して、FMを選ぶ。

2 TUNING MODE（AUTO/MAN’L MONO）キーを押
して、ディスプレイにAUTOインジケーターを点灯させ
る。

3 MEMORY（MAN’L/AUTO FM）キーを約3秒押し続
ける。
プリセット番号とMEMORYインジケーター、AUTOイ
ンジケーターが点滅します。 数秒後に、周波数表示が高
くなり始めます。（オートプリセット開始。）

オートプリセットが終了すると、最後に登録された放送
局の周波数が表示されます。

yヒント
• 放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モードも同

時に登録されます。

• 登録されたFM放送局の順序を、あとから手動で入れ替える

こともできます（36ページ）。

• オートプリセットでは、プリセットする放送局の数が「E8」

に満たない場合には全周波数帯域を一巡して停止します。

ご注意

• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は

消え、新しい放送局に入れ替わります。

• オートプリセットでは、電波の強いFM放送局だけが登録さ

れます。電波の弱いFM放送局を登録したいときは、受信

モードをモノラルにして、手動で登録してください（次ペー

ジ）。

■登録を始めるプリセット番号を指定す
る（オートプリセットオプション）

FM局の登録を始めるプリセット番号を指定したり、周波
数の低い方へ向けてオートプリセットを始めることもでき
ます。

1 左に記載の「FM放送局を自動登録する（オートプリセッ
ト）」の手順2までの操作をおこなう。

2 MEMORY（MAN’L/AUTO FM）キーを約3秒押し続
けたあと、A/B/C/D/EキーとPRESET/TUNING l/
h キーを押して、最初に登録させたいプリセット番号
を選ぶ。
放送局が「E8」まですべて登録されると、オートプリ
セットが停止します。

3 PRESET/TUNING（EDIT）キーを押してコロン（：）を
消してから、PRESET/TUNING l キーを押す。
周波数表示が低くなり始めます。（オートプリセット開
始。）

FM

AUTO

点灯

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

1 32

FM/AM

AUTO/MANUAL MONO

TUNING MODE

MAN`L/AUTO FM

MEMORY

FM/AM放送を聴く

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

AUTO
MEMORY

A1:FM 89.9 MHz
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■手動で登録する
（マニュアルプリセット）

放送局40局までを手動で登録することもできます。

yヒント
AM放送局はマニュアルで登録してください。

1 プリセットしたい放送局を選局する。
詳しくは「選局する」（33ページ）をご覧ください。

選局時には、ディスプレイに受信している局の周波数と
放送バンド（「FM」または「AM」）が表示されます。

2 MEMORY（MAN’L/AUTO FM）キーを押す。
放送局が登録できる状態になります。ディスプレイの
MEMORYインジケーターが約5秒間点滅します。

3 MEMORYインジケーターの点滅中にA/B/C/D/E
キーを押して、プリセットグループ（A～E）を選ぶ。
グループが表示されます。放送バンド表示の隣にコロン
（:）が点灯していることを確認してください。

MEMORY

点滅

4 MEMORYインジケーターの点滅中にPRESET/
TUNING l/h キーを押して、プリセット番号（1～8）
を選ぶ。
h キーを押すと数が増え、l キーを押すと減ります。

5 MEMORYインジケーターの点滅中に、 MEMORY
（MAN’L/AUTO FM）キーを押す。
選択したプリセットグループ、プリセット番号と放送バ
ンド（「FM」または「AM」）、周波数がディスプレイに表示
されます。

C3に登録された局を示しています。

6 他の放送局を続けて登録するときは、手順1～5を繰り
返す。

ご注意

• 新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は

消え、新しい放送局に入れ替わります。

• 新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モード

（ステレオ/モノラル）も同時に登録されます。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

2,5

43

MAN`L/AUTO FM

MEMORY

A/B/C/D/E

NEXT

PRESET/TUNING

SET MENU

MAN`L/AUTO FM

MEMORY

FM/AM放送を聴く

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

TUNED

A AM 1440 kHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

MEMORYTUNED

C :AM 1440 kHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

MEMORYTUNED

C3:AM 1440 kHz

プリセット番号

プリセットグループ

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

TUNED

C3:AM 1440 kHz
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登録した放送局を選んで聴く
（プリセット選局）

プリセット番号を選ぶだけで、登録した放送局を選局でき
ます。

1 A/B/C/D/Eキーを何回か押して、放送局をプリセット
したグループを選ぶ。
ディスプレイに表示されるプリセットグループはA/B/
C/D/Eキーを押すたびに切り替わります。

ご注意

リモコンで操作する場合は、操作面がTUNERになって

いることを確認してから操作してください。

2 本体のPRESET/TUNING l/h キー（またはリモコ
ンのPRESET u/d キー）を押して、プリセット番号を
選ぶ。
プリセットグループとプリセット番号が、放送バンド
（「FM」または「AM」）と周波数とともにディスプレイに
表示され、TUNEDインジケーターが点灯します。

SET MENU

A/B/C/D/E

MENU

本体

または

リモコン

本体

または

リモコン

登録した放送局を入れ替える
登録した放送局を入れ替えることもできます。
ここでは「E1」に登録した放送局を「A5」に、「A5」の放送局
を「E1」に変更する場合の手順を説明します。

1「E1」に登録した放送局を選局する。
詳しくは、左に記載の「登録した局を選んで聴く（プリ
セット選局）」をご覧ください。

2 PRESET/TUNING（EDIT）キーを約3秒間押す。
「E1」とMEMORYインジケーターがディスプレイに点
滅します。

3「A5」に登録した放送局を、A/B /C /D /Eキーと
PRESET/TUNING l/h キーを使って選局する。
「A5」とMEMORYインジケーターがディスプレイに点
滅します。

4 PRESET/TUNING（EDIT）キーを押す。
プリセット局が入れ替わります。

プリセットした局の入れ替えが完了したことを示して
います。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

21

A/B/C/D/E

NEXT

PRESET/TUNING

SET MENU

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

2,4

1,31,3

EDIT

PRESET/TUNING

EDIT

PRESET/TUNING

FM/AM放送を聴く

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

TUNED

C3:AM 1440 kHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

MEMORYTUNED

E1:FM 87.5 MHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

MEMORYTUNED

A5:FM 77.0 MHz

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER

MEMORY

EDIT E1-A5

SELECT +–

PRESET/CH

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

MUTE

INPUTMUTE

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

2
1
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録音レベルの調節や操作は、それぞれの録音機器で行いま
す。お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。

1 本機に接続しているすべての機器の電源を入れる。

2 録音/録画したい入力ソースを選ぶ。

3 ソースを再生する。
AM/FM放送の番組を録音したいときは、放送局を選局
します。

4 録音/録画を開始する。

本体

または

リモコン

ご注意

• 録音/録画する前に、あらかじめ「試し録音」「試し録画」を

行ってください。

• 本機をスタンバイ状態にすると、接続した機器間で録音/録

画することはできません。

• 録音中に音量や音質を調整したり、音場プログラムを変更

したりしても、録音される音声には影響しません。

• 6CH INPUT端子から入力された信号は録音できません。

• 入力ソースのOUT（REC）端子からは、信号は出力されませ

ん。（例：VCR INの信号はVCR OUT端子から出力されませ

ん。）

• あなたが録音したものは個人で楽しむ場合以外は、著作権

者に無断で使用することはできません。

■ DTSソフトの録音についてのご注意
DTS信号はデジタルビットストリームで伝送されるため、
DTS信号をデジタル録音しても、ノイズだけが録音されま
す。DTS対応のDVD、LD、CDから録音する場合は、お使
いのプレーヤー側で、アナログ信号で出力するように設定
し、2チャンネルのアナログ信号で録音してください。詳し
くは、お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

2

外部機器で録音/録画する

INPUT

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

+ ++

2
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設定した時間が経過すると、本機が自動的にスタンバイ状
態になるように設定できます（スリープタイマー）。聴きな
がら、もしくは録音しながらおやすみになりたいときに便
利です。スリープタイマーの設定はリモコンで行います。

yヒント
タイマー再生したいときは、市販のタイマーを使用します。

本機では再生したい入力ソースを選択し、音量を調節してお

きます。再生機器やタイマーの取扱説明書もあわせて参照し

てください。

スリープタイマーを設定する

1 ソースを選んで、再生する。

2 SLEEPキーを繰り返し押して、
スタンバイ状態になるまでの時
間を選ぶ。
SLEEPキーを押すごとに、ディ
スプレイ表示が下記のように切
り替わります。その間SLEEPイ
ンジケーターが点滅しています。
（min=分）

お好みの時間が表示されたら押すのをやめます。
SLEEPインジケーターが点灯に変わり音場プログラム
表示に切り替わるとスリープタイマーの時間設定が完
了します。

SLEEP

スリープタイマーを解除する

「SLEEP OFF」の表示が出るまで、SLEEPキーを何回
か押す。
しばらくすると「SLEEP OFF」は消え、SLEEPインジ
ケーターも消えます。ディスプレイは音場プログラム表
示に戻ります。

yヒント
リモコンのSTANDBYキー、または本体のSTANDBY/ON

スイッチを押すか、電源コードを抜いてもスリープタイマー

は解除されます。

SLEEP

SLEEP OFF

一定時間後に自動的に電源を切る（スリープタイマー）

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD

DSPHiFi SLEEP
VOLUME

L RSLEEP 120min

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD

DSPHiFi SLEEP
VOLUME

L RROCK CONCERT

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

+ ++

2
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本機は、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元に
作成されたHi-Fi DSP音場プログラムに加え、より幅広い
表現力を持つCINEMA DSP音場プログラムを内蔵してい
ます。
再生するときにお好みの音場プログラムを呼び出して、そ
の臨場感と効果をお楽しみください。各音場プログラムに
ついて詳しくは、44～49ページをご覧ください。

1 リモコンのAMPキーを押して
AMPを選択する。

2 リモコンの音場プログラムキーを押してお好みの音場
プログラム選ぶ。
プログラム名は、ディスプレイに表示されます。

3 音場プログラムキーを繰り返し押して、お好みの音場サ
ブプログラムを選ぶ。
例：「MOVIE 2」を繰り返し押すと、音場サブプログラム
「Adventure」と「General」が交互に表示されます。

ご注意

• 本機では、お好みにより、全部で23の音場プログラムを選

択できます。ただし、一部の音場プログラムでは入力信号の

種類に適したデコーダーと音場サブプログラムが自動的に

選択されます。

• 入力ソースを切り替えると、そのソースに対して設定され

た音場プログラムを自動的に選択します。

• 6CH INPUT端子に接続しているソースを再生していると

きと、サンプリング周波数が48kHzを超えるデジタル信号

が本機に入力されているときは、音場プログラムは使用で

きません。

• リスニングルームの音響効果は、音場プログラムに影響を

与えます。プログラムによって作り出される効果を最大限

に引き出すために、リスニングルーム内に反響しやすい物

体をできるだけ置かないようにしてください。

• 入力モードがAUTOに設定されている場合にはドルビーデ

ジタル、DTSまたはAAC信号が入力されると、選択してい

る音場プログラムによっては、入力ソースに対応した音場

サブプログラムに自動的に切り替わる場合があります。

• 本機をスタンバイ状態にしたときの入力ソースと音場プロ

グラムは記憶されています。電源を入れると、自動的に前回

の状態に戻ります。

• モノラルソースをPRO LOGIC、PRO LOGIC Enhanced

やPRO LOGIC II Movie音場で再生中は、センタースピー

カーからのみ音が出ます。メインスピーカーやリアスピー

カーからは音は出ません。ただし、セットメニュー

「SOUND-1 SPEAKER SET」の「1A CENTER」がNONに

設定されているときは、センターチャンネルの音声はメイ

ンスピーカーから出力されます。

yヒント
• 音場プログラムはプログラム名ではなく、ご使用になるリ

スニングルームの状況やお好みに合わせてお選びください。

• 本体のPROGRAM l/h キーで音場プログラムを選ぶこと

もできます。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

PROGRAM l / h

音場プログラムを選ぶ

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD
VOLUME

L C R

RLLFE RRAdventure

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD
VOLUME

L C R

RLLFE RRGeneral

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENUEVE

2,3

1

AMP

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL
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ドルビーデジタル/DTSソフトを
再生する

■5.1チャンネルで再生する
ドルビーデジタル、DTS信号が入力されると、本機は自動
的にそれらの信号フォーマットに適したデコーダーおよび
音場プログラムを選択します。

■ 6.1チャンネルで再生する
ドルビーデジタルEXやDTS-ESなど、リアL/R成分がある
ソースは、バーチャルリアセンタースピーカーを使用して、
6.1チャンネルで再生することができます。
6.1/5.1キーを押して、ドルビーデジタル＋マトリクス
6.1かDTS＋マトリクス6.1 デコーダーを作動させること
により、リアLとリアRチャンネルからリアセンターチャン
ネルをつくり出し、バーチャルリアセンタースピーカーか
ら音を出すことができます。6.1チャンネルで再生するこ
とで、よりダイナミックでリアルな音声を楽しむことがで
きます。

6.1/5.1キーを押して、5.1チャンネル再生モード/6.1
チャンネル再生モードを切り替えます（再生するソフトの方
式により、一部選択できないモードがあります）。
AUTO： 本機が認識できる信号(フラグ)が記録され

たソース入力時には、自動的にドルビーデ
ジタル＋マトリクス6.1音声またはDTS
＋マトリクス6.1音声で再生します。本機
がフラグを認識できない、またはフラグが
記録されていないソースが入力されてい
るとき(「AUTO:- - -」と表示されていると
き)は、6.1チャンネル再生されません。こ
のようなソースを6.1チャンネルで再生し
たいときは、6.1/5.1キーを押して、
「Matrix 6.1」を選択します。

Matrix 6.1： リアL/R成分のある音声入力時であれば選
択できます。ドルビーデジタルやDTS、
AAC5.1チャンネル信号などのソフトを
マトリクス6.1方式で再生します。

OFF： マトリクス6.1方式での再生をオフにしま
す。音声は5.1チャンネルで再生されま
す。

ご注意

• 以下の場合は、5.1/6.1キーを押しても、6.1チャンネルで

再生されません。

－ セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」の「1C

REAR LR」がNONに設定されている。

－ ステレオ音声（「STEREO」）で再生している。

－ 音場プログラム「5ch Stereo」を選択している。

－ リアL/R成分がないソース(2チャンネルのPCM、アナ

ログ信号など)を再生している。

－ 6CH INPUT端子に接続したソースを再生している。

－ ヘッドホンを接続している。

• 本機をスタンバイ状態にすると、モードは「AUTO」にリ

セットされます。

（表示例）

音場プログラムを選ぶ

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD

MATRIX VOLUME

L C R

RLLFE RRMatrix 6.1

6.1/5.1

+10
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PRO LOGIC/PRO LOGIC IIを
選ぶ

音場プログラムNo.9でPRO LOGICまたはPRO LOGIC II
を選択すると、2チャンネルソースを多チャンネル化して
お楽しみいただけます。

1 2チャンネルソースを再生する。

2 リモコンのAMPキーを押して
AMPを選択する。

3 リモコンのq/DTSキーを繰り返し押して、デコーダー
およびサブプログラムを選択する。

リモコンの q/DTSキーを押すたびに、以下のように
切り替わります。

ご注意

• 2チャンネル音声以外の信号は、PRO LOGICとPRO

LOGIC IIデコーダーでは再生できません。

yヒント
本体のPROGRAM l/h キーでデコーダーおよびサブ

プログラムを選ぶことができます。

VOLUME

STANDBY
/ON

AUTO/MAN`L MONO MAN`L/AUTO FM

TUNING MODE MEMORY

EDIT

PRESET/TUNING FM/AM

SILENT

PHONES

SPEAKERS

AON

BOFF EFFECT

PRESET/TUNING

SET MENU

A/B/C/D/E

NEXT

PROGRAMSTEREO BASS/TREBLECONTROL INPUT

6CH INPUTINPUT MODE

PROGRAM l / h

音場プログラムを選ぶ

V-AUXVCR D-TV/CBL DVD MD/CD-R TUNER CD

PL

VOLUME

L RPRO LOGIC

AMP

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENULEVEL 3

2

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

PRO LOGIC�

PRO LOGIC Enhanced�

PRO LOGIC II Movie�

PRO LOGIC II Music
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ステレオ音声（2チャンネル）で再
生する

STEREOキーを押して、「STEREO」を表示させる。
音場効果が「切（オフ）」になり、メインL/Rスピーカーの
みを使って再生します。STEREOキーをもう1度押す
と、音場効果が「入（オン）」になります。

ご注意

• 音場効果がオフの状態のときにドルビーデジタルやDTS、

AAC音声を再生すると、LFEを除くすべてのチャンネルの

音声がメインL/Rチャンネルにミックスされて出力されま

す。この場合、メインL/Rチャンネルの音量バランスが乱れ

ることがあります。

• 音場効果をオフにすると、センター、リアL/Rスピーカーか

ら音は出ません。

• 音場効果をオフにしたり、セットメニュー「SOUND-4

D.RANGE」をMINに設定すると、音量が極端に下がること

があります。このような場合は音場効果をオンにしてくだ

さい。

• セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」の「1B

MAIN」をSMALLかつ「1D BASS」をSWFR、または「1D

BASS」をBOTHに設定している場合は、サブウーファーか

ら低音域が出力されます。

リアスピーカーなしで音場プロ
グラムを楽しむ
（バーチャルシネマDSP）
セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」の「1C
REAR LR」をNONに設定すると、バーチャルシネマDSP
音場を楽しめます。
入力ソースの音声はバーチャルシネマDSPで音場処理さ
れ、選んだ音場プログラムでメインL/Rスピーカー、セン
タースピーカーおよびサブウーファーから音声が再生され
ます。

ご注意

• 以下の場合は、セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER

SET」の「1C REAR LR」がNONに設定されていても、バー

チャルシネマDSPにはなりません。

－ 5ch StereoやPRO LOGIC、DOLBY DIGITAL、

DTS、AAC、PRO LOGIC II音場プログラムを選んで

いる。

－ ステレオ音声（「STEREO」）で再生している。

－ 6CH INPUT端子に接続したソースを再生している。

－ サンプリング周波数48kHzを超えるデジタル音声が入

力されている。

－ ヘッドホンを接続している。

ヘッドホンで音場プログラムを楽
しむ（サイレントシアター）

ステレオ音声再生状態でないときにヘッドホンを本体の
PHONES端子に接続すると、ヘッドホンでマルチスピー
カーによる音場プログラムを擬似的に再現できる、サイレ
ントシアターで音声を楽しめます。本体ディスプレイの
SILENTインジケーターが点灯します。(音場効果がオフの
状態では通常のステレオ再生になります。)

ご注意

• 以下の場合は、ヘッドホンを接続しても、サイレントシア

ターははたらきません。

－ 6CH INPUT端子に接続したソースを再生している。

－ サンプリング周波数48kHzを超えるデジタル音声が入

力されている。

• LFEチャンネル音声は他のチャンネルとミックスされて、

ヘッドホンから出力されます。

本体

または

リモコン

STEREO

音場プログラムを選ぶ

EFFECT

STEREO STEREO

ENTER
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■入力信号情報を表示する
ステレオ再生中（音場効果オフ時）、入力信号のタイプ、
フォーマットやサンプリング周波数などの情報をディスプ
レイに表示できます。

(ソース再生中)

1 リモコンのAMPキーを押して
AMPを選択する。

2 u/d キーを押す。
入力信号の情報が表示されます。

•（Format）：入力信号の信号フォーマット。

• in：入力信号の音声チャンネル数（ドルビーデジタル/DTS/

AAC入力時のみ）。

例えば、「in:3/2/LFE」と表示された場合は、「フロント3

チャンネル/リア2チャンネル/ LFE」を示しています。

また、二カ国語放送などの主＋副の2チャンネル音声は

「1+1」、3音声以上の音声多重形式の音声は「MLT」と表示

されます。

• fs：入力信号のサンプリング周波数（デジタル信号入力時の

み）。サンプリング周波数が不明の場合は、「unknown」と表

示されます。

• rate：入力信号の1秒あたりのデータ量=ビットレート（ドル

ビーデジタル/DTSのみ）。ビットレートが不明の場合は、

「unknown」と表示されます。

• flg：入力信号に含まれている、ある動作をさせるための識

別信号=フラグ（ドルビーデジタル/DTSのみ）。フラグが認

識できなかった場合は、「None」と表示されます。

�
入力信号 表示

�
アナログ音声 Analog

�
PCM音声 PCM

�
ドルビーデジタル音声 Dolby Digital

�
DTS音声 DTS

�
AAC音声 AAC

�
不明なデジタル信号 Unknwn Digital

�

音場プログラムを選ぶ

AMP

SELECT +–

PRESET/CH
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音場プログラム一覧

音場とは・・・
「その空間が持つ特有の音の響き」を音場と呼んでいます。
コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてく
る「直接音」の他に、床や壁・天井などに一回反射してから聴こえてくる「初
期反射音」、さらに何回も反射を繰り返しながら次第に減衰してゆく「後部
残響音」を聴くことになります。
建物内部の形状や広さ、それに内装材料の種類等によって、初期反射音や
残響音の構成が異なり、そのホール特有の響きが生まれます。それが「音
場」です。

ヤマハでは、世界の著名なコンサートホールやオペラハウスなどで、反射
音の方向・強さ・帯域特性・遅延時間等の音場情報を実際に測定し、その膨大なデータを本機に搭載したROM（専用メモ
リー）に蓄積しています。
本機では、この音場測定の実測データを基に作成された、音場プログラムを自由に選択し、著名ホールやライブハウス等
の音場をリスニングルームに再現することができます。

ご注意

• 本機の音場プログラムは、世界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。そのため、

前後左右で響きの強さや音量差が異なると感じられることがありますが、故障ではありません。

• 名称や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。

Hi-Fi DSP音場プログラム
プログラムNo.1～4（Disco、5ch Stereo）は音楽向けのHi-Fi DSP音場プログラムです。
下表は各Hi-Fi DSP音場プログラムによって再現される音場の特長です。

モード ソースのタイプ

音楽向け

No.

1

2

3

4

プログラム

コンサート ホール

CONCERT HALL

ジャズ クラブ

JAZZ CLUB

ロック コンサート

ROCK CONCERT

エンターテイメント

ENTERTAINMENT

サブプログラム

－

－

－

ディスコ

Disco

ステレオ

5ch Stereo

特長

円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音
が拡がり、サラウンド感が強く、豊麗な響きが特長です。

ニューヨークで話題のライブハウス「ザ・ボトムライン」のス
テージ正面の音場です。フロアは300席ある左右に幅広い客
席で占められ、リアルでライブな音場です。

ロサンゼルスにあるロック系ライブハウスで、客席は最高時
で約460程です。左後方に強い反射音がありますので、左後
方が大きめに聞こえます。

ディスコミュージックに包まれる、乗りの良い音場空間を演
出するプログラムです。

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特長
のホームパーティーを演出する音場プログラムです。

ハ
イ
フ
ァ
イ

H
i-F
i D
S
P
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CINEMA DSP音場プログラム
映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその奥に拡
がり、そしてサラウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。

ヤマハDSPをAV再生用に進化させたプログラムが｢CINEMA DSP｣です。映画サラウンドデコーダーであるドルビープ
ロロジック、ドルビーデジタルやDTS、AACの各デコーダーとヤマハDSPを融合し、映画のサウンドを最良の状態でデ
ザインするダビングステージ（最終的な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのクオリティをAV
ルームに再現するサラウンド音場です。
CINEMA DSP音場プログラムでは、L.C.RチャンネルにもヤマハDSP処理を加えることで、視聴者はセリフの実在感や
効果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。
ドルビーデジタル信号、DTS、AAC信号が入力されると、自動的にドルビーデジタル、DTSやAACに対応した音場処理
に最適化されます。

プログラムNo.4（Game）～6はビデオ向けの、No.7～9（Enhanced）は映画向けのCINEMA DSP音場プログラムです。
下表は各CINEMA DSP音場プログラムによって再現される音場の特長です。

L SURROUND SOUND FIELD

R SURROUND SOUND FIELD

PRESENCE SOUND FIELD

DIALOG EFFECT MUSIC

モード ソースのタイプ

ビデオ向け

No.

4

5

6

プログラム

エンターテイメント

ENTERTAINMENT

ミュージック ビデオ

MUSIC VIDEO

テレビ シアター

TV THEATER

サブプログラム

ゲーム

Game

－

モノラル ムービー

Mono Movie

バラエティー

Variety/
スポーツ

Sports

特長

ゲームサウンドにビビッドな奥行きとサラウンド感を与える
プログラムです。音源がモノラルでもステレオでも有効で、
迫力のあるTVゲームが楽しめます。

ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。
サラウンド音場に広いホールのデータを使用しているため、
間接音成分が豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空
間、音場空間がいっぱいに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれ
ます。

往年のモノラル映画の雰囲気を臨場感たっぷりに再現するモ
ノラルソース用のプログラムです。オペラハウス系の音場を
ベースに、適度な音場処理を加えています。

プレゼンス音場は狭めてあるが、サラウンド音場にはコン
サートホールのデータを使用しており、様々なバラエティや
中継番組に、適用範囲の広い音場効果を再現します。スポー
ツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓声や
場内の雰囲気は周囲へと拡がります。後方回り込みは適度に
抑えてあるので、長時間使用しても違和感がありません。

シ
ネ
マ

C
IN
E
M
A
 D
S
P

音場プログラム一覧
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モード ソースのタイプ

映画向け

No.

7

8

9

プログラム
ムービー

MOVIE
シアター

THEATER 1

ムービー

MOVIE
シアター

THEATER 2

ドルビー デジタル

DOLBY DIGITAL
デジタル

DTS DIGITAL
サラウンド

SUR
デジタル

AAC DIGITAL
サラウンド

SUR
プロ ロジック

PRO LOGIC

サブプログラム
スペクタクル

Spectacle

サイファイ

Sci-Fi

アドベンチャー

Adventure

ジェネラル

General

エンハンスト

Enhanced
エンハンスト

Enhanced

エンハンスト

Enhanced

エンハンスト

Enhanced

特長

映画のワンシーンに飛び込んだような、超ワイドな空間がイ
メージできる音場です。手に汗握るパニックシーンなどビ
ジュアルインパクトの強い作品に最適です。

セリフと音楽、効果音をクールに描き分け、静けさの中に広
大なシネマ音場を演出します。シリアスでストーリー性の高
いSFX映画に特に適しています。

セリフの定位や映像に対する立体的な音場表現力に優れた
モードです。アクション映画などにおける最新のサウンドデ
ザインを忠実に再現します。

響きを抑えた明瞭なセリフ、画面の周囲と奥に広がる立体的
な音場と柔らかな響きが特長です。ラブストーリーやコメ
ディーなど、人の心の動きを描写する作品に適しています。

ドルビーデジタル、DTS、AACのサラウンド信号にDSPの
音場効果を与えます。

シ
ネ
マ

C
IN
E
M
A
 D
S
P

モード ソースのタイプ

音楽向け/
映画向け

No.

9

プログラム
ドルビー デジタル

DOLBY DIGITAL
デジタル

DTS DIGITAL
サラウンド

SUR
デジタル

AAC DIGITAL
サラウンド

SUR
プロ ロジック

PRO LOGIC
プロ ロジック

PRO LOGIC II

サブプログラム

－

－

－

－
ムービー

Movie
ミュージック

Music

特長

ドルビーデジタル、DTS、AACで処理されたソースの再生用
です。セパレーションに優れ、安定したデコードが得られま
す。

2チャンネル音声をそれぞれの方式でマルチチャンネル化し
て再生します。

ス
ト
レ
ー
ト

デ
コ
ー
ド

S
T
R
A
IG
H
T
 D
E
C
O
D
E

音場プログラム一覧

ストレートデコード
本機は下記のような数多くのデコーダーを装備しています。
• マルチチャンネルソース用のドルビーデジタル、DTS、AACデコーダー
• ドルビーサラウンドと2チャンネルソース用のドルビープロロジック、ドルビープロロジックIIデコーダー

音場効果をかけずに元の音で再生したい場合は、プログラムNo.9（サブプログラムの「Enhanced」は除く）のストレートデ
コードモードを選んでください。この場合、DSP音場効果はかかりません。
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サラウンド音場

■MOVIE THEATER
マトリクス処理を行わない70mmフィルムの6チャンネルマルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊かな拡
がりを、ダビングステージ（映画の音声を編集するための編集スタジオ）のクオリティと理想的な音場で楽しめるのが
MOVIE THEATER 70mmプログラムです。最新の映画館用デジタルサラウンドシステムであるドルビーデジタル、DTS
（デジタルシアターシステムズ）やAACのサウンドをそのまま家庭でも楽しめるように開発されたのがドルビーデジタルデ
コーダー、DTSデコーダーおよびAACデコーダーです。本機のMOVIE THEATERプログラムでは、映画館用にデザイン
されたドルビーデジタル、DTSやAACサウンドを家庭用のスピーカーシステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感
あふれるスケールの大きな音場をお楽しみいただけます。

■ [ドルビーデジタル、DTS、AAC]＋[DSP音場効果]
ドルビーデジタルやDTS、AACのフロント、Lサラウンド、
Rサラウンド信号に独立したヤマハ3音場DSP処理を施し
ます。これにより、チャンネルセパレーションの良さなど
を犠牲にすることなく、雄大な音場表現や包囲感の優れた
サラウンド再生が可能になり、最新のデジタルサラウンド
映画館のような臨場感が再現できます。

■ [ドルビーデジタル、 DTS、AAC＋マトリクス 6.1]＋[DSP音場効果]
バーチャルリアセンタースピーカーから再現されたリアセンター音場が加わり、より雄大な音場空間を再現します。

■ [ドルビープロロジック]＋[DSP音場効果]
通常、ビデオテープなどの市販の映画ソフトは、ドルビー
サラウンドのマトリクス技術によって4チャンネル（L/C/
R/S）の音声情報がエンコード処理され、L、Rに収められ
ています。それをデコード（復元）するのがドルビープロロ
ジックデコーダーです。MOVIE THEATERプログラムは、
エンコード・デコード処理によって失われがちな拡がり感や
微妙な音のニュアンスまでも再現しようというものです。

雄大な音場空間を表現でき、サラウンド音に広がりを持た
せることで包囲感が表現できます。また、フロントにも奥
行きが出て、ドルビーステレオ映画館のような臨場感が再
現できます。

■ドルビープロロジックII
ドルビープロロジックIIはドルビーサラウンドソースを 5チャンネル（フロントに3チャンネル、リアに2チャンネル）にデ
コードします。映画用のMOVIEと2チャンネルオーディオソース用の MUSICの2種類のモードがあります。

プレゼンス音場

Lサラウンド音場 Rサラウンド音場

プレゼンス音場

サラウンド音場

音場プログラム一覧
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入力信号別音場プログラム名一覧
CINEMA DSP音場プログラムNo.7～9のプログラム名は、本機に入力されている信号の種類と、デコーダーの動作によ
り名前が変わります。

リモコンの6.1/5.1キーを押すと5.1チャンネルのソースを6.1チャンネルで再生できます（40ページ）。

*1 ドルビーデジタル＋マトリクス6.1デコーダー動作時
*2 DTS＋マトリクス6.1デコーダー動作時
*3 AAC＋マトリクス6.1デコーダー動作時

No.

7

8

9

入力信号

プログラム�

MOVIE THEATER 1

MOVIE THEATER 2

DOLBY DIGITAL/
DTS/
AAC SURROUND

アナログ、PCM、
ドルビーデジタル（2ch）、
DTS（2ch）、AAC（2ch）

Spectacle

Sci-Fi

Adventure

General

———

———

ドルビーデジタル

Spectacle

*1Spectacle 6.1

Sci-Fi

*1Sci-Fi 6.1

Adventure

*1Adventure 6.1

General

*1General 6.1

DOLBY DIGITAL

*1DOLBY DIGITAL/
DOLBY D 6.1

DOLBY DIGITAL/
Enhanced

*1DOLBY DIGITAL/
Enhanced 6.1

DTS

Spectacle

*2Spectacle 6.1

Sci-Fi

*2Sci-Fi 6.1

Adventure

*2Adventure 6.1

General

*2General 6.1

DTS

*2DTS/DTS 6.1

DTS/Enhanced

*2DTS/
Enhanced 6.1

AAC

Spectacle

*3Spectacle 6.1

Sci-Fi

*3Sci-Fi 6.1

Adventure

*3Adventure 6.1

General

*3General 6.1

AAC

*3AAC/AAC 6.1

AAC/Enhanced

*3AAC/
Enhanced 6.1

音場プログラム一覧
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1 CONCERT HALL
2 JAZZ CLUB
3 ROCK CONCERT
4 ENTERTAINMENT

Disco

4 ENTERTAINMENT
5ch Stereo

4 ENTERTAINMENT
Game

5 MUSIC VIDEO
6 TV THEATER
7 MOVIE THEATER 1
8 MOVIE THEATER 2

9 DOLBY DIGITAL/
DTS/
AAC SURROUND/
DOLBY PRO LOGIC

9 DOLBY PRO LOGIC II

入力信号と再生スピーカー対応表
入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。

2チャンネル音声
（モノラル）

（PRO LOGIC）

（Movie) （Music）

2チャンネル音声
（ステレオ）

（PRO LOGIC）

5.1/6.1チャンネル音声

——————

5.1/6.1チャンネル音声
（マトリクス6.1デコーダー動作時）

——————

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

L C R

RL RR

ご注意

再生するソースに含まれている信号成分によっては、スピー

カーから音が出なかったり、小さい音しか出ない場合もあり

ます。映画の効果音など、シーンに合せて部分的にしか使用

されないチャンネルもあります。

表の見かた
表中のイラストは、5つのスピーカーを示します。

L：メインLスピーカー RL：リアLスピーカー
C：センタースピーカー RR：リアRスピーカー
R：メインRスピーカー

イラスト中の各スピーカーのイラストは、音が出ているか
どうかを示します。

 音が出ているスピーカー
 音の出ていないスピーカー

 バーチャルリアセンタースピーカー（音が出ている）

音場プログラム一覧
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パラメーターを変更する
各音場プログラムパラメーターは、初期設定のままで十分
お楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必要はあ
りませんが、各音場プログラムパラメーターを調節するこ
とで、オリジナルのリスニング環境をつくることができま
す。

ご注意

選択する音場プログラムによって、調節できる内容が異なり

ます。各パラメーターの説明を参照ください。

1 AMPキーを押す。

2 音場プログラムを選択する。

3 u/dキーを押して、変更したい
項目を選択する。

4 j/iキーを押して、パラメーター
を変更する。

オリジナルのリスニング環境をつくる

5 他の音場プログラムのパラメーターを変更したいとき
は、手順2～4を繰り返す。

ご注意

セットメニュー｢OPTION-2 MEM. GUARD｣がONに設定さ

れている場合は、パラメーターを変更できません。パラメー

ターを変更する前に、OFFに設定してください。

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

2

3

4

1

AMP

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH
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パラメーターガイド
音場プログラムごとにDSP処理の構造が違います。以下のパラメーターはすべての音場プログラムで設定できるわけでは
ありません。

■ DSP LEVEL（DSPレベル） 可変範囲：－6～＋3dB
機能：DSPエフェクトレベル（効果音）の微調節
解説：DSPエフェクト音全体のレベルを微調節するパラメーターです。

■ DELAY（ディレイ） 可変範囲：1～99ms（信号、音場プログラムにより変わります）
機能：メインスピーカーから音が出力されるタイミングと、リアスピーカーからサラウンド音が出力されるタイミングと

の時間差を調節
解説：値を大きくするほどサラウンド音が遅れて出力され、音場空間が大きく感じられます。

5ch Stereo用

■ CT LEVEL（センター・レベル） 可変範囲：0～100％
機能：5ch Stereo音場でのセンターチャンネルの出力レベルの調節

■ RL LEVEL（リア・レフト・レベル） 可変範囲：0～100％
機能：5ch Stereo音場でのリアLチャンネルの出力レベルの調節

■ RR LEVEL（リア・ライト・レベル） 可変範囲：0～100％
機能：5ch Stereo音場でのリアRチャンネルの出力レベルの調節

PRO LOGIC II Music用

■ PANORAMA（パノラマ） 可変範囲：ON/OFF
機能：DOLBY PRO LOGIC IIのフロント音場の拡がり感を調節

■ DIMENSION（ディメンション） 可変範囲：－3～STD～＋3
機能：DOLBY PRO LOGIC IIのサラウンド音場のフロント側とリア側のレベル差を調節

■ CT WIDTH（センター・ウィドゥス） 可変範囲：0～7
機能：DOLBY PRO LOGIC IIのセンター音声の左右への拡がりを調節

オリジナルのリスニング環境をつくる
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セットメニューで設定を変更する

本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、下記のセットメニューで設定を変更する
ことができます。お使いの環境にあわせて設定を変更してください。

yヒント
再生中でも、セットメニューで設定を変更できます。

ご注意

ナイトリスニングモードで再生中は、一部のセットメニューが設定できません。設定する前にナイトリスニングモードを解除し

てください（31ページ）。

セットメニュー一覧
セットメニューは、以下のように用途、機能別に4つのカテゴリーに分類されています。

■ BASIC
本機を使用する前に、システムにあわせてあらかじめ設定
しておく基本的な項目です。以下の2つのメニューがあり
ます。
1 SETUP
2 SP LEVEL

■ SOUND
音声出力に関する設定項目です。音質、音色を調節するこ
とができます。以下の6つのメニューがあります。
1 SPEAKER SET
2 SP DISTANCE
3 LFE LEVEL
4 D. RANGE
5 CENTER GEQ
6 HP TONE CTRL

■ INPUT
信号入出力に関する設定項目です。入出力端子の割り当て
を変更することができます。以下の2つのメニューがあり
ます。
1 I/O ASSIGN
2 INPUT MODE

■ OPTION
便利な補足設定です。ディスプレイの明るさを変更したり、
設定を保護することができます。以下の4つのメニューが
あります。
1 DISPLAY SET
2 MEM. GUARD
3 AUDIO MUTE
4 DUAL MONO
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4 j/i キーを押す。

5 u/d  キーを繰り返し押して、設
定したいメニューを選ぶ。

6 j/i キーを押す。
選んだメニューの設定モードに
入り、現在の設定が本体ディスプ
レイに表示されます。

項目によっては u/d キーを押して、サブメニューを選
びます。

7 j/i キーを繰り返し押して、設定を変える。

8 セットメニューを終了するときは、メニュー表示が消え
るまで、 u/d キーを繰り返し押す。

ご注意

音場プログラムキーを押してもセットメニューを終了す

ることができますが、押したプログラムに設定が変わり

ます。

セットメニューの操作手順
リモコンで操作します。

yヒント
入力がTUNER以外のときは、本体のNEXTキーとSET

MENU ＋/－でも操作できます。NEXTキーを押して設定し

たいカテゴリー/項目を選択してから、SET MENU ＋/－を

押して設定値を変更します。

1 AMPキーを押してAMPを選択
する。

2 SET MENUキーを押す。

3 u/d キーを繰り返し押して、設
定したいメニューがあるカテゴ
リーを選ぶ。

yヒント
SET MENUキーを繰り返し押しても、d キーと同じ順

番でカテゴリーを選べます。

ご注意

「BASIC」が選択されているときに u キーを押すと、セット

メニューモードが終了してしまいます。（「OPTION」が選択

されているときに d キーを押す場合も同様です。）セットメ

ニューに戻るには、SET MENUキーを押します。

SET MENU

A/B/C/D/E

MENU

セットメニューで設定を変更する

または

+109
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

0 ENTER

2
3,5,8

4,6,7

1

8

AMP

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

SELECT +–

PRESET/CH

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL
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使用環境にあわせて簡単に設定する (BASIC)
お使いのシステムにあわせて、簡単に再生に適した設定にします。設定のしかたは、26～28ページを参照してください。

BASICメニューとSOUNDメニュー

BASICメニューは、「SOUND-1 SPEAKER SET」と「SOUND-2 SP DISTANCE」を簡単に設定できるようにしたもの

です。BASICメニューにより、ヤマハが推奨するリスニング環境を簡単に設定することができます。BASICメニューで設

定したあとは、SOUNDメニューを設定する必要はありませんが、SOUNDメニューにより、さらに細かい設定をすること

ができます。

ご注意

SOUNDメニューで設定したあとに、「BASIC-1 SETUP」でSETを選択すると、SOUNDメニューで設定した内容が

無効になります。SOUNDメニューで設定したあとは、BASICメニューに入らないようご注意ください。あやまって

BASICメニューに入った場合は、「BASIC-1 SETUP」でCANCELを選択して、メニューから抜けてください(28ペー

ジ)。

音声出力を設定する (SOUND)

NON
センタースピーカーを使用しないときのモードです。セン
ターチャンネル信号は、メインのL/Rスピーカーに同じレ
ベルで振り分けられます。

1B MAIN（メインスピーカーモード)
メインL/Rスピーカーの性能に応じて、出力モードを設定
します。

選択項目： LARGE（大）、SMALL（小）
初期設定： LARGE

LARGE
メインスピーカーに大型のスピーカーを使用するモードで
す。メインL/Rチャンネル信号の全帯域が、そのままメイ
ンL/Rスピーカーに出力されます。

SMALL
メインスピーカーに小型のスピーカーを使用するモードで
す。メインL/Rチャンネル信号の90Hz以下の低音域は、
「1D BASS」で選択されたスピーカーに出力されます。

ご注意

SMALL設定時でも、「1D BASS」の設定がMAINの場合は、

メインL/Rチャンネル信号の90Hz以下の低音域はメインス

ピーカーに出力されます。

■システムにあわせて、スピーカーモード
を設定する
（SPEAKER SET）

ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、スピーカー
モードを設定します。

yヒント
スピーカーの設定項目では、目安として、ウーファーの口径

が16cm以下のスピーカーをお使いの場合はSML、それ以

上の口径の場合はLRGをおすすめします。

ご注意

48kHzを超えるサンプリング周波数のデジタル信号が入力

された場合は、項目によっては、設定が再生音声に反映され

ない場合があります。

1A CENTER（センタースピーカーモード)
センタースピーカーの性能や有無に応じて、出力モードを
設定します。

選択項目： LRG（大）、SML（小）、NON（なし）
初期設定： SML

LRG
センタースピーカーに大型のスピーカーを使用するモード
です。センターチャンネル信号の全帯域が、そのままセン
タースピーカーに出力されます。

SML
センタースピーカーに小型のスピーカーを使用するモード
です。センターチャンネル信号の90Hz以下の低音域は、
「1D BASS」で選択したスピーカーに出力されます。

セットメニューで設定を変更する
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1C REAR LR（リアL/Rスピーカーモード）
リアL/Rスピーカーの性能や有無に応じて、出力モードを
設定します。

選択項目： LRG（大）、SML（小）、NON（なし）
初期設定： SML

LRG
リアL/Rスピーカーに大型のスピーカーを使用したり、リ
アL/Rスピーカーにリア側サブウーファーをスピーカー
ケーブルで接続して使用する場合のモードです。リアL/R
チャンネル信号の全帯域が、そのままリアスピーカーに出
力されます。

SML
リアL/Rスピーカーに小型のスピーカーを使用するモード
です。リアL/Rチャンネル信号の90Hz以下の低音域は、
「1D BASS」で選択されたスピーカーに出力されます。

NON
リアL/Rスピーカーを使用しないときのモードです。

yヒント
「1C REAR LR」をNONに設定するとバーチャルシネマ

DSPモードになります（42ページ）。

1D BASS（バスアウトモード)
LFE/BASS信号を出力するスピーカーを設定します。
（LFE信号：ドルビーデジタルやDTS動作時に出力される低
域効果音。低音域信号は90Hz以下。）

選択項目： SWFR（サブウーファー）、
MAIN（メイン）、BOTH（両方）

初期設定： BOTH

SWFR
サブウーファーを使用する場合のモードです。
LFEと、1A～1Cの設定により他チャンネルの低音域
（90Hz以下）が、サブウーファーに出力されます。

MAIN
サブウーファーを使用しない場合のモードです。
LFEと、1A～1Cの設定により他チャンネルの低音域
（90Hz以下）が、メイン L/Rスピーカーに出力されます。

BOTH
サブウーファーを使用し、さらにメインスピーカーモード
の設定に関わりなく、メインスピーカーの90Hz以下の低
音域をLFEチャンネルにミックスする場合のモードです。
メインL/Rの低音域がメインL/Rスピーカーとサブウー
ファーの両方から出力されます。

ご注意

1A～1Cの設定をSMLまたはSMALLにすると他チャンネル

の低音域（90Hz以下）およびLFE信号が「1D BASS」で設定

されたスピーカーに出力されます。

セットメニューで設定を変更する
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■各スピーカーからリスニングポジショ
ンまでの距離を設定する
（SP DISTANCE）

通常センタースピーカーはメインL/Rスピーカーと同一線
上に設置しますが、本来ならば同時に出た音が同時にリス
ニングポジションに届くように、各スピーカーからリスニ
ングポジションまでの距離が同一になるのが理想的です。
本機では各スピーカーからリスニングポジションまでの距
離を設定することにより、ディレイタイム（遅延時間）を自
動的に算出し、各スピーカーからの音が同時にリスニング
ポジションに届くように補正します。

1 u/d キーを押して、UNITを選択する。

2 j/i キーを押して、距離の単位を選択する。
meters、feetから選択します。

ご注意

選択する単位により、設定内容（初期設定、設定項目な

ど）が変わります。

3 u/d キーを押して、距離を設定するスピーカーを選択
する。

4 j/i キーを押して、距離を設定する。
i キーを押すと数値が大きくなり、j キーを押すと数値
が小さくなります。

metersで設定する
可変範囲： 0.30～24.00m（メインL/R、センター、

リアL/R）
初期設定： 3.00m（メインL/R、センター、リアL/R）

feetで設定する
可変範囲： 1.0～80.0ft（メインL/R、センター、

リアL/R）
初期設定： 10.0ft（メインL/R、センター、リアL/R）

セットメニューで設定を変更する

■ LFE（低域効果音）の再生レベルを調節
する
（LFE LEVEL）

ドルビーデジタル、DTSおよびAACでのLFE信号の再生レ
ベルを調節します。LFE信号とは、意図されたシーンでの
み出力される重低音による効果音です。

可変範囲： －20～0（dB）
初期設定： 0dB（スピーカー、ヘッドホンとも）

1 u/d キーを押して、SP LFE（スピーカー）またはHP
LFE（ヘッドホン）を選択する。

2 j/i キーを押して、レベルを調節する。

ご注意

使用するサブウーファーやヘッドホンの能力に応じて、レベ

ル調節を行ってください。

■ドルビーデジタル再生時のダイナミッ
クレンジを設定する
（D.RANGE）

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジ（最大音量か
ら最小音量までの幅）を、3段階から選択します。

選択項目： MAX、STD、MIN
初期設定： MAX（スピーカー、ヘッドホンとも）

MAX
信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生します。

STD
ソフト制作者が家庭用として推奨するダイナミックレンジ
です。

MIN
小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適したダイナミック
レンジです。

ご注意

ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの

MINに対応していないため、音量が極端に下がる場合があり

ます。このような場合は、ダイナミックレンジをMAXまた

はSTDに設定してご使用ください。

L C

C

R

RL RR

センタースピーカーの理想的な位置
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セットメニューで設定を変更する

■ センタースピーカーの音色を調節する
(CENTER GEQ)

センタースピーカーの音色を、メインL/Rスピーカーの音
色と合わせるために、センターチャンネルのグラフィック
イコライザーを調節します。100Hz、300Hz、1kHz、
3kHzおよび10kHzの周波数が選べます。

可変範囲： －6～＋6（dB）
初期設定：（5バンドともに）0dB

1 u/d キーを押して、調節する周波数を選ぶ。

2 j/i キーを押して、レベルを設定する。

yヒント
テストトーン使用時に、「CENTER GEQ」の調節を行うと、

テストトーンを聞きながらセンタースピーカーの音色を調節

できます。「CENTER GEQ」の手順を行う前にTESTキーを

押します。「CENTER GEQ」の操作を始めると、テストトー

ンの出力はセンタースピーカーに固定されます。周波数を変

えながら音色をメインスピーカーの音色に近くなるよう調整

します。テストトーンを終了するにはTESTキーを押します

（29ページ）。

■ヘッドホンからの出力音声を調節する
（HP TONE CTRL）

ヘッドホンの低音域(HP BASS)および高音域(HP TRBL)
を調節します。

可変範囲： －6～＋3（dB）
初期設定：（低音域、高音域ともに）0dB
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その他の設定（OPTION）

■表示の設定を変更する
（DISPLAY SET）

本体ディスプレイの明るさを設定します。

DIMMER（ディマー）
本体ディスプレイの明るさを調節します。

可変範囲： －4～0
初期設定： 0

 j キーを押すと本体ディスプレイが暗くなります。

■変更した設定値を保護する
（MEM. GUARD）

変更した設定値を保護します。ONに設定すれば、誤操作に
よる設定値の変更を防ぐことができます。

選択項目： ON、OFF
初期設定： OFF

ONに設定したときに保護される設定は、以下のとおりで
す。
• 音場プログラムのパラメーター設定値
•「OPTION-2 MEM. GUARD」以外のセットメニュー設定
値

• メイン、センター、リア、サブウーファーのレベル設定値

ご注意

• 設定をONにすると、他のセットメニューは呼び出せませ

ん。

• 設定をONにすると、テストモードに入れません。

セットメニューで設定を変更する

入出力設定を変更する（INPUT）

■入出力端子の割り当てを変更する
（I/O ASSIGN）

使用する機器と、本機のデジタル入力端子の機器名が異なる
場合に、使用する機器に合わせて端子を割り当てることがで
きます。使用する機器によりデジタル入力端子が足りなく
なった場合などに、端子の割り当てを変更することで、より
多くの機器を使用することができます。割り当てを変更する
と、変更後の機器を入力選択キーで選択できます。ここで
は、DVDレコーダーを接続し、各端子の割り当てを「VCR」
に設定する場合を例に説明します。設定後は入力選択キーの
「VCR」を押すと、DVDレコーダーを選択できます。

1A (1) DIGITAL INPUT OPTICAL端子

選択項目： (1) DVD、MD/CD-R、CD、VCR、V-AUX、
D-TV/CBL

初期設定： (1) DVD
例： DIGITAL INPUT OPTICAL(DVD)端子にDVDレコー

ダーを接続した場合、「VCR」に変更します。

1B (2) DIGITAL INPUT COAXIAL端子

選択項目： (2) CD、VCR、V-AUX、D-TV/CBL、
DVD、MD/CD-R

初期設定： (2) CD
例： DIGITAL INPUT COAXIAL(CD)端子にDVDレコー

ダーを接続した場合、「VCR」に変更します。

■電源を入れたときの入力モードを設定
する（INPUT MODE）

再生機器をアナログ/デジタル両方の入力端子に接続してい
る場合に電源を入れたときの入力モードを設定します。

選択項目： AUTO、LAST
初期設定： AUTO

AUTO
最後に操作したときの入力モード設定に関わらず、本機の
電源を入れると入力モードが自動的にAUTOに設定されま
す。

LAST
最後に操作したときの入力モード設定が、そのまま適用さ
れます。

ご注意

LASTを選択しても、6.1/5.1キーの設定は記憶されません。
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セットメニューで設定を変更する

■ ミュート（消音）レベルを設定する
（AUDIO MUTE）

ミュート時(消音時)に下げる音量を調節します。

選択項目: MUTE、－50dB、－20dB
初期設定: MUTE

MUTE
完全に消音し、無音にします。

－50dB
いま聴いている音量よりも、50dB下げて再生します。

－20dB
いま聴いている音量よりも、20dB下げて再生します。

■二重音声出力時の出力モードを変更す
る（DUAL MONO）

BSデジタル放送などで使われる、モノラル二重音声出力
時の主音声と副音声の出力モードを設定します。

選択項目： MAIN、SUB、ALL
初期設定： MAIN

MAIN
主音声のみをメインL/Rスピーカーから出力します。

SUB
副音声のみをメインL/Rスピーカーから出力します。

ALL
主音声と副音声をメインL/Rスピーカーからそれぞれ同時
に出力します。PCM信号が入力されている場合のL/Rチャ
ンネルへの音声の振り分けは、再生機器（チューナー等）の
設定によって異なります。詳しくは再生機器の取扱説明書
を参照してください。

ご注意

• モノラルでない二重音声の出力は、本機で設定できません。

再生機器側で設定してください。

• この設定は、AAC、ドルビーデジタル、DTS信号の二重音

声（デュアルモノ）信号およびAACの多重音声（マルチモノ）

信号受信時のみ有効になります。ただし、AAC信号音声の

第3、第4チャンネルを選択することはできません。再生機

器側で設定してください。

• 地上波放送などの、アナログやPCM信号での二重音声は、

チューナーやビデオデッキ側で音声の主/副を選択してくだ

さい。
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再生しながら調節する
再生音を聴きながら、各スピーカーからの音量を調節しま
す。

1 AMPキーを押してAMPを選択する。

2 LEVELキーを繰り返し押して、調節したいスピーカー
を選ぶ。
LEVELキーを押すごとに、下記の順に調節するスピー
カーが切り替わります。
MAIN L（メインL）→CENTER（センター）→MAIN R
（メインR）→R SUR.（リアR）→L SUR.（リアL）→
SWFR（サブウーファー）→MAIN L（メインL）→...

yヒント
LEVELキーでレベル表示にすると、u/d キーでもス

ピーカーを選べます。

3 j/i キーを押して、スピーカーの音量を調節する。
• センターおよびリアL/Rスピーカーの調節範囲は、
－10～＋10dBです。

• メインL/Rスピーカーおよびサブウーファーの調節範
囲は、－20～0dBです。

ご注意

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」でNONに設

定されているスピーカーの音量は調節できません。

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」の「1D

BASS」がMAINに設定されている場合、サブウーファーの

音量は調節できません。

• LEVELキーでスピーカーの音量を調節すると、テストトー

ンで調節したスピーカーの音量も変更されます。

• LEVELキーで調節したスピーカーの音量は、「BASIC-1

SETUP」でSETを選択すると無効になります。調節後は

BASICメニューに入らないようご注意ください。あやまっ

てBASICメニューに入った場合は、「BASIC-1 SETUP」で

CANCELを選択して、メニューから抜けてください（27

ページ）。

テストトーンを使って調節する
テストトーンを使って、リスニングポジションで聞こえる
各スピーカーからの音量が一定になるように調節します。

1 AMPキーを押してAMPを選択する

2 TESTキーを押す
テストトーンが出力されます。

3 u/dキーを繰り返し押して、調節したいスピーカーを
選ぶ。
dキーを押すごとに、下記の順に調節するスピーカーが
切り替わります。
TEST LEFT(メインL)→TEST CENTER(センター)→
TEST RIGHT(メインR)→TEST R SUR.(リアR)→
TEST L SUR.(リアL)→TEST SUBWOOFER(サブ
ウーファー)→...
（uキーを押すと、上記とは逆の順に切り替わります。）

4 j/iキーを押して、スピーカーの音量を調節する。

5 調節が終わったら、TESTキーを押す。
テストトーンが止まります。

ご注意

• ヘッドホンを接続していると、テストモードに入れません。

PHONES端子からヘッドホンを抜いてください。

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」でNONに設

定されているスピーカーの音量は調節できません。

• セットメニュー「SOUND‐1 SPEAKER SET」の「1E

BASS」がMAINに設定されている場合、サブウーファーの

音量は調節できません。

• テストトーンで調節したスピーカーの音量は、「BASIC-1

SETUP」でSETを選択すると無効になります。調節後は

BASICメニューに入らないようご注意ください。あやまっ

てBASICメニューに入った場合は、「BASIC-1 SETUP」で

CANCELを選択して、メニューから抜けてください（27

ページ）。

yヒント
再生するソースによっては、テストトーンで調節したスピー

カーの音量がお好みに合わない場合があります。この場合

は、再生しながら調節してください。

スピーカーの音声出力レベルを調節する

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+– 3

4

1

2,5

ENTER+1009
STEREO6.1/5.1NIGHT /DTS

8765
MOVIE2MOVIE1TV THTRMUSIC

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

MUTE

INPUTMUTE

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

3

1

2
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リモコンのはたらき

付属のリモコンを使って、本機以外のヤマハ製/他社製AV機器を操作できます。本機以外のAV機器を操作するには、メー
カーコードを設定する必要があります。

ご注意

• リモコンの操作範囲と乾電池については15ページを参照してください。

• 各部分の名称とはたらきについては、12、13ページを参照してください。

リモコン操作範囲

■本機を操作する
本機の操作に使用するキーは下図の灰色で示した部分です。
点線部分内のキーはどのモードでも機能します。その他の
灰色部分のキーを使用するにはAMPキーを押してAMPを
選択します。

共通操作キー

■他の機器を操作する
下の影部分内のキーは他の機器を操作するために使用しま
す。入力選択キーを押して選んだ機器によって各キーの機
能が変わります。

入力選択キーは各機器の操
作範囲を切り替えます。

機器操作範囲
入力選択キーごとにメーカーコードを設定すること
で、7台までの異なる機器を操作できます（63ペー
ジ）。

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

ENTER+1009
STEREO /DTS

8765

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

TV THTR MOVIE1 MOVIE2MUSIC

6.1/5.1NIGHT

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

MUTE

6CH INPUT

VOLUME

+

–

ENTER+1009
STEREO /DTS

8765

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

INPUTMUTE

REC

AUDIO

DISC SKIP

+

–

+

–
CHVOL

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

6.1/5.1NIGHT

TV THTR MOVIE1 MOVIE2MUSIC

AMPキー

入力選択キー
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2 数字キーを押して、使用する機器のメーカーコード（3
桁の数字）を入力する。

yヒント
• 入力したメーカーコードを取り消し工場出荷時の状態に戻

すには、左記表を参照し、元に戻したい入力選択キーに工場

出荷時のメーカーコードを入力します。

ご注意

• 設定したいメーカーに2つ以上コードがある場合は、正し

いコード見つかるまで、1つずつ入力してください。

• 各入力選択キーに対して一度に設定できるメーカーコード

は1つです。

リモコンで操作できる機器を指定
する

メーカーコードを設定することにより、本機のリモコンで
他のメーカーの機器を操作することができます。メーカー
コードは各入力選択キーに設定することができます。下表
のように、CD、MD/CD-R、TUNER、DVDの入力選択キー
には工場出荷時にあらかじめヤマハのメーカーコードが設
定されています。詳しくは、本書末に記載の「メーカーコー
ド一覧」(71ページ)を参照してください。

*1 本機とその他のヤマハチューナーのみ操作することができます。
*2 D-TV/CBLには、TVメーカーのコードのみ設定することができ

ます。

ご注意

お使いのヤマハ機器によっては初期設定されているヤマハの

メーカーコードでは操作できない場合があります。この場合

はヤマハの別のメーカーコードをお試しください。

1 CODE SETボタンを押し、そのまま押し続けながら設
定を変更したい入力選択キーを押す。

ご注意

CODE SETボタンを押し続けたまま、手順2に進んで

ください。

キー

CD

MD/CD-R

TUNER*1

DVD

D-TV/CBL*2

V-AUX

VCR

ライブラリー

CD

MD

TUNER

DVD

－

－

－

メーカー名

YAMAHA

YAMAHA

YAMAHA

YAMAHA

－

－

－

リモコンのはたらき

メーカーコード

199

499

固定

699

－

－

－

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV

AMP

CODE SET

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

ENTER+1009
STEREO /DTS

8765

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

TV

AMP

CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

SET MENULEVEL

MENUTITLE

TV THTR MOVIE1 MOVIE2MUSIC

6.1/5.1NIGHT
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操作モード一覧

ご使用の機器のメーカーコードを設定すると、その機器を
本機のリモコンで操作することができます。

ご注意

• ご使用の機器によっては、幾つかのキーが機能しないこと

があります。このような場合には、ご使用の機器に付属の

リモコンを使用してください。

• ご使用の機器によっては、キー操作と説明が一致しないこ

とがあります

• 工場出荷時、CD、MD/CD-R、TUNER、DVDキーにはヤ

マハメーカーコードが設定されています。他社製の機器を

操作する場合は、メーカーコードを変更する必要がありま

す。また上記以外の機器を操作するには、ライブラリー/

メーカーコードをあらかじめ設定しておく必要があります。

1AV POWER

2TV POWER

3REC/DISC SKIP

w

f

AUDIO

e

b

a

s

p

4TV CH ＋

TV CH －

5TV VOL ＋

TV VOL －

6TV MUTE

7TV INPUT

81-9、0、＋10

9TITLE

0PRESET/CH u

PRESET/CH d

i

j

SELECT

qRETURN

wENTER

eMENU/A/B/C/D/E

rDISPLAY

DVDプレーヤー

*1POWER

*2(テレビ)POWER

*4ディスクスキップ

早戻し

早送り

オーディオメニュー

一時停止

チャプタースキップ(－)

チャプタースキップ(＋)

停止

再生

*2(テレビ)チャンネル選択(＋)

*2(テレビ)チャンネル選択(－)

*2(テレビ)音量(＋)

*2(テレビ)音量(－)

*2(テレビ)消音

*2(テレビ)入力切替

数字キー

タイトルメニュー

選択(上へ)

選択(下へ)

選択(右へ)

選択(左へ)

メニュー決定

前の画面へ戻る

タイトル/インデックス表示

メニュー

ディスプレイ表示

ビデオデッキ

*1POWER

*2(テレビ)POWER

録画

巻き戻し

早送り

一時停止

停止

再生

*2(テレビ)チャンネル選択(＋)

*2(テレビ)チャンネル選択(－)

*2(テレビ)音量(＋)

*2(テレビ)音量(－)

*2(テレビ)消音

*2(テレビ)入力切替

数字キー

チャンネル選択(＋)

チャンネル選択(－)

決定

テレビ

*3(ビデオデッキ）POWER

*1POWER

*3(ビデオデッキ)録画

*3(ビデオデッキ)巻戻し

*3(ビデオデッキ)早送り

*3(ビデオデッキ)一時停止

*3(ビデオデッキ)停止

*3(ビデオデッキ)再生

チャンネル選択(＋)

チャンネル選択(－)

音量(＋)

音量(－)

消音

入力切替

数字キー

決定

CDプレーヤー

*1POWER

*2(テレビ)POWER

*4ディスクスキップ

早戻し

早送り

一時停止

スキップ(－)

スキップ(＋)

停止

再生

*2(テレビ)チャンネル選択(＋)

*2(テレビ)チャンネル選択(－)

*2(テレビ)音量(＋)

*2(テレビ)音量(－)

*2(テレビ)消音

*2(テレビ)入力切替

数字キー

インデックス表示

メニュー

ディスプレイ表示

CD/MDレコーダー

*1POWER

*2(テレビ)POWER

（MD)録音

早戻し

早送り

一時停止

スキップ(－)

スキップ(＋)

停止

再生

*2(テレビ)チャンネル選択(＋)

*2(テレビ)チャンネル選択(－)

*2(テレビ)音量(＋)

*2(テレビ)音量(－)

*2(テレビ)消音

*2(テレビ)入力切替

数字キー

インデックス表示

ディスプレイ表示

チューナー

*1POWER

*2(テレビ)POWER

*2(テレビ)チャンネル選択(＋)

*2(テレビ)チャンネル選択(－)

*2(テレビ)音量(＋)

*2(テレビ)音量(－)

*2(テレビ)消音

*2(テレビ)入力切替

登録局選択(1～8)

登録局選択(＋)

登録局選択(－)

登録グループ選択(A/B/C/D/E)

*1 機器のリモコンにPOWERキーがあるときのみ、機能します。
*2 D-TV/CBLにテレビのメーカーコードが設定されているときのみ、入力を切り替えなくてもテレビを操作できます。
*3 VCRにビデオデッキのメーカーコードが設定されているときのみ、入力を切り替えなくてもビデオデッキを操作できます。
*4 ディスクチェンジャー機能がある機器のみ、機能します。

SYSTEM
POWERSTANDBYPOWER

AV

POWER

TV

POWER

TV

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

TV
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CODE SET

MUTE

INPUTMUTE

REC 6CH INPUT

AUDIO

DISC SKIP

VOLUME

+

–

+

–

+

–
CHVOL

ENTER+1009
STEREO /DTS

8765

4321
ENTERTAINMENTROCKJAZZHALL

MUTE

SET MENU

SELECT

PRESET/CH

A/B/C/D/E

LEVEL

MENU

TEST

RETURN DISPLAY

TITLE

+–

6.1/5.1NIGHT

TV THTR MOVIE1 MOVIE2MUSIC
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症状

電源を入れてもすぐに切
れてしまう

電源スイッチを押しても
電源が入らない

使用中に突然電源が切れ
る

音声や画像が出ない

音声が突然出なくなる

ある特定のスピーカーか
ら音が出ない、または音
が小さい

エフェクトスピーカー
（センター、リアL/R）か
ら音声が出ない

故障かな？と思ったら

ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対
処しても正常に動作しない場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店または最
寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。

■全般
原因

電源コードの接続が不完全。

(再度電源を入れたときに「CHECK SP
WIRES」と表示される場合)スピーカーコード
がショートした状態で電源を入れたため、保
護回路により電源が切れた。

内部マイコンが外部電気ショック（落雷または
過度の静電気）、または電源電圧の低下により
フリーズしている。

電源コードの接続が不完全。

内部マイコンが外部電気ショック（落雷または
過度の静電気）、または電源電圧の低下により
フリーズしている。

機器内部の温度が上昇したため、保護回路が
働き電源が切れた。

接続が不完全。

再生するソースの選択が適切でない。

スピーカーの接続が不完全。

SPEAKERS ON/OFFまたはA/Bスイッチが
正しく設定されていない。

音量が絞られている。

消音されている。

CD-ROMなど、本機で再生できない信号が入
力されている。

機器内部の温度が上昇したため、保護回路が
働き電源が切れた。

スリープタイマーが作動した。

消音された。

接続が不完全。

ステレオ再生をしている（ディスプレイに
「STEREO」と表示されている）。

ドルビーデジタル、DTSおよびAAC信号でエ
フェクトチャンネル信号が入っていないソー
スを再生している。

サンプリング周波数48kHzを超えるデジタル
信号が本機に入力されている。（サンプリング
周波数48kHzを超えるデジタル信号入力時は、
エフェクトスピーカーから音声は出ません。）

対策

電源コードをACコンセントにしっかりと差
し込んでください。

すべてのスピーカーケーブルが正しく接続さ
れているか確認してください。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30
秒後にもう一度差し込んでください。

電源コードをACコンセントにしっかりと差
し込んでください。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30
秒後にもう一度差し込んでください。

温度が下がるのを待って、電源を入れなおし
てください。

接続を確認してください。

INPUTl/h キーや6CH INPUTキーで正し
く選択をしてください。

接続を確認してください。

SPEAKERS ON/OFFスイッチをONにセッ
トしてから、A/Bスイッチで使用するスピー
カーを正しく選んでください。

音量を大きくしてください。

リモコンのMUTEキーまたはVOLUME＋/－
キーを押して消音を解除し、音量を調節して
ください。

本機で再生可能な信号のソースを再生してく
ださい。

温度が下がるのを待って、電源を入れなおし
てください。

電源を入れて、ソースを再生しなおしてくだ
さい。

リモコンのMUTEキーまたはVOLUME＋/－
キーを押して消音を解除し、音量を調節して
ください。

接続を確認してください。また、スピーカー
ケーブルが断線していないか確認してくださ
い。

STEREOキーを押して、音場効果を入れてく
ださい。

別の音場プログラムを選択してください。

参照ページ

－

18、19

－

24

－

－

16～25

30

18、19

30

31

31

－

－

－

31

16～25

42

39

－
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対策

センタースピーカーのレベルを上げてくださ
い。

センタースピーカーモードを正しく設定して
ください。

DSP処理の仕様により、入力信号のフォー
マットによっては、センタースピーカーから
の音声出力がない場合があります。別の音場
プログラムを選択してください。

リアL/Rスピーカーのレベルを上げてくださ
い。

リアL/Rスピーカーモードを正しく設定して
ください。

別の音場プログラムを選択してください。

SWFRまたはBOTHに設定してください。

BOTHに設定してください。

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、
正しく設定してください。

MAINに設定してください。

各スピーカーモードを適切に設定してくださ
い。

ステレオピンケーブルをしっかり差し込んで
ください。

AVアンプという製品ジャンルの特性上、OUT
（REC）端子に接続している機器の電源が切れ
ている場合に、再生音が歪んだり、音量が下
がったりすることがあります。本機に接続し
ているすべての機器の電源を入れてください。

アナログで信号を入力してください。

アナログ接続をしてください。

OFFに設定してください。

1週間以上電源コンセントを抜いたままにし
ておくと、内蔵メモリの内容が消えてしまう
ことがあります。もう一度設定しなおしてく
ださい。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30
秒後にもう一度差し込んでください。

本機の電源を入れてください。

本機をそれらの機器から離して設置してくだ
さい。

症状

センタースピーカーから
音声が出ない

リアL/Rスピーカーから
音声が出ない

サブウーファーから音声
が出ない

ドルビーデジタルまたは
DTSソフトの再生がで
きない（本機のディスプ
レイのドルビーデジタル
またはDTSインジケー
ターが点灯しない）

低音の再生不良

ハム音が出る

音量を上げることができ
ない、または音が歪んで
いる

サラウンドと音場効果を付
加した音を録音できない

録音できない

スピーカーレベルなどの
パラメーターを変更でき
ない

セットメニューなどの設
定内容が消えている

本機が正常に作動しない

本機に接続している機器
にヘッドホンを接続して
聴いていると、音が歪む

デジタル機器や高周波機器
からの雑音を受けている

原因

センタースピーカーのレベルが絞られている。

セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」
の「1A CENTER」がNONに設定されている。

Hi-Fi DSP音場プログラム（1～4）を選択して
いる（「5ch Stereo」と「Game」は除く）。

リアL/Rスピーカーのレベルが絞られている。

セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」
の「1C REAR LR」がNONに設定されている。

音場プログラム9で、モノラルソースを再生し
ている。

セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」
の「1D BASS」をMAINに設定したまま、ドル
ビーデジタル、DTSおよびAAC信号を再生し
ている。

セットメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」
の「1D BASS」をSWFRまたはMAINに設定し
たまま、2チャンネル信号を再生している。

再生しているソースにLFEや低音信号（90Hz
以下）が含まれていない。

接続したプレーヤーなどの設定が「デジタル出
力」かつ「ドルビーデジタルまたはDTS」に設定
されていない。

サブウーファーを使用していないのに、セッ
トメニュー「SOUND-1 SPEAKER SET」の
「1D BASS」をSWFRまたはBOTHに設定し
ている。

セットメニューの各スピーカーモードがス
ピーカー構成に一致していない。

ステレオピンケーブルの接続が不完全。

本機のOUT（REC）端子に接続された機器の電
源が入っていない。

サラウンドと音場効果を付加した音は録音で
きません。

アナログ録音時にデジタルで信号を入力して
いる。

本機と再生機器および録音機器がアナログ接
続されていない。

セットメニュー「OPTION-2 MEM. GUARD」
がONに設定されている。

1週間以上電源コンセントを抜いていたり、外
部タイマーが切れたままになっていた。

内部マイコンが外部電気ショック（落雷または
過度の静電気）、または電源電圧の低下により
フリーズしている。

本機の電源がスタンバイ状態になっている。

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所
が近すぎる。

参照ページ

60

54

－

60

55

39

55

55

－

－

55

54、55

20、22

－

－

－

20～22

58

－

－

25

－

故障かな？と思ったら
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対策

1週間以上電源コンセントを抜いたままにし
ておくと、内蔵メモリの内容が消えてしまう
ことがあります。もう一度プリセットしてく
ださい。

アンテナの接続を確認してください。

屋外アンテナを多素子のものに変えてくださ
い。

マニュアル選局をしてください。

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく
ださい。

マニュアル選局をしてください。

屋外アンテナを多素子のものに変えてみてく
ださい。

AMループアンテナの方向を変えてください。

マニュアル選局をしてください。

AM屋外アンテナを張り、アースを完全に取
ると減少しますが、完全に除去するのは困難
です。

本機からテレビを離してください。

参照ページ

34、35

23

－

33

－

33

－

23

33

－

－

プリセット選曲
ができない

ステレオ放送に
なると雑音が多
く聞きづらい

FM専用アンテナ
を使用している
が、音が歪むなど
受信感度が悪い

オート選局がで
きない

オート選局がで
きない

「ジー」、「ザー」、
「ガリガリ」など
の雑音が入る

「 ブ ン ブ ン 」、
「ヒューヒュー」
などの雑音が入
る

■ FM/AM放送の受信
症状

FM/
AM

FM

AM

原因

プリセット(メモリー)が消えている。

FM放送の特性により、放送局から離れた地域
やアンテナ入力が弱い場合に起きる。

マルチパス(多重反射)などの妨害電波を受けて
いる。

FM放送の特性により、放送局から離れた地域
やアンテナ入力が弱い場合に起きる。

電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不完
全。

空電や雷による雑音、または蛍光灯、モー
ター、サーモスタット付きの電気器具の雑音
を拾っている。

本機の近くでテレビを使用している。

■リモコン
症状

リモコンで操作できない

外部機器がリモコンで操
作できない

原因

リモコン操作範囲から外れている。

受光部に日光や照明（インバーター蛍光灯やス
トロボライトなど）が当たっている。

乾電池が消耗している。

操作する機器が選択されていない。

メーカーコードが正しく設定されていない。

メーカーコードを正しく設定しても、メー
カーまたは機器によっては操作できない場合
があります。

対策

本体のリモコン受光部から6m以内、角度
30°以内の範囲で操作してください。

照明、または本体の向きを変えてください。

乾電池をすべて交換してください。

入力選択キーを押して、操作したい機器を選
択してください。

メーカーコードを設定しなおすか、同じメー
カーのコードの中から別のコードを設定して
ください。

参照ページ

15

－

15

61

62

－

故障かな？と思ったら
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用語解説

AAC（アドバンスト・オーディオ・コーディング）
MPEG-2オーディオ規格の1つで、BSデジタル放送で採用
されています。モノラル音声から最大で7チャンネル音声
までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。
本機はAACデコーダーを搭載しているので、BSデジタル
チューナーで受信した番組の5.1チャンネル音声をデコー
ド（復号）して再生できます。
(40、46～48ページ)

マトリクス6.1
本機は5.1チャンネルのソースにリアセンターチャンネル
を加えて6.1チャンネル再生を可能にするドルビーデジタ
ルやDTS、AACマルチチャンネルソフト対応のマトリクス
6.1デコーダーを内蔵しています。（リアセンターチャンネ
ルはリアＬとリアＲチャンネルから作られます。）この追加
チャンネルにより、特に飛び越えたり飛び回ったりといっ
た動きのあるシーンで、よりダイナミックでリアルな動作
音をお楽しみいただけます。
(40ページ)

LFE（ローフリケンシーエフェクト） 0.1チャンネル
音声成分の帯域が20～120Hzの、低音域専用チャンネル
です。ドルビーデジタルとDTS、AACで、全帯域用の5チャ
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使
用されます。音声の帯域が低域のみに制限されているので、
0.1と表現されます。
(17、19、55、56ページ)

シネマDSP
（デジタル・サウンド・フィールド・プロセッサー）
ドルビーサラウンドやDTSのシステムは、本来映画館用に
設計されているため、ご家庭では部屋の広さや壁の材質、
スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトで
あっても視聴感に差が出てしまいます。
ヤマハシネマDSPは、豊富な実測データに基づく独自の音
場技術を応用することで、ドルビープロロジックやドル
ビーデジタル、DTSのシステムと組み合わせて音のスケー
ルや奥行き、音量感を補い、ご家庭でも映画館のような視
聴体験を実現します。
(45、46、48ページ)

サイレントシアター
ヘッドホンでマルチスピーカーによる音場プログラムを擬
似的に再現するための、ヤマハ独自のシステムです。音場
プログラムごとにヘッドホン用の設定値が用意されている
ため、自然で立体感あふれる音場プログラムをヘッドホン
でもお楽しみいただけます。
(42ページ)

ドルビーサラウンド
ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな音響
効果のために、左右2つのメインチャンネル（ステレオ音
声）、会話などを再生するセンターチャンネル（モノラル音
声）、効果音のリアチャンネル（モノラル音声）の、アナログ
4チャンネル方式を採用しています。リアチャンネルの再
生域は狭くなっています。
現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。本機内
蔵のドルビープロロジックデコーダーは、各チャンネルの
音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感や方向性を
強調して、より正確なデジタル処理を行います。
(46、47ページ)

ドルビーデジタル
ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音
声を再生できるデジタルサラウンドシステムです。全帯域
の音声成分を持つフロントの3チャンネル（メインL/R、セ
ンター）と、リアのステレオ2チャンネル、低音域専用の
LFEチャンネルの合計5.1チャンネルで構成されます。
リアがステレオ2チャンネルで収録されているため、ドル
ビーサラウンドと比較して、音の移動感や周囲の環境音が
より明確になります。全帯域の5チャンネルの幅広いダイ
ナミックレンジと正確な音の定位によって、これまでにな
い迫力と現実感を再現できます。
(40、46～48ページ)

ドルビープロロジックII
2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離
感を保ったまま5.1チャンネル音声に変換します。映画用
のMovieモードと、音楽などのステレオソース用のMusic
モードが用意されています。従来の2チャンネル音声（モノ
ラル音声を除く）だけで記録された古い映画も、5.1チャン
ネルの迫力ある音声で楽しめます。
(41、46、47ページ)

DTS（デジタル・シアター・システムズ）デジタルサラ
ウンド
DTSデジタルサラウンドは、アナログの映画音声に取って
代わる5.1チャンネル方式のデジタルサウンドトラックと
して開発された最新技術で、世界中の映画館に急速に普及
しています。この技術を家庭用に調整したものが、本機で
採用しているDTSシステムです。極めて劣化が少なく、ク
リアな音質の6チャンネル（メインL/R、センター、2つの
リアチャンネル、サブウーファー用LFE0.1チャンネルを
加えた5.1チャンネル）で構成されています。
(40、46～48ページ)
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バーチャルシネマDSP
リアスピーカーを設置していなくとも、仮想的にリアス
ピーカーの音場を再現することで、音場プログラムを楽し
めます。センタースピーカーを設置できない場合でも、メ
インL/Rの2スピーカーシステムでバーチャルシネマDSP
をお楽しみいただけます。
(42ページ)

PCM（リニアPCM）
MP3形式やATRAC形式のようにアナログ音声信号を圧縮
せずに、そのまま符号化して録音・伝送する方式です。
「PCM」は、パルス・コード・モジュレーションの略で、デジ
タル信号をパルスの符号にして変調記録するという意味で
す。
音楽CDやDVDオーディオの録音方法などで採用されてい
ます。PCM方式では、非常に短く区切った単位時間あたり
の信号の大きさを数値に置き換える（サンプリング）手法を
用いています。
(16、43ページ)

サンプリング周波数/量子化ビット数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、１秒間にサ
ンプリング（信号の大きさを数値に置き換えること）を行う
回数をサンプリング周波数といい、音の大きさを数値化す
るときのきめの細かさを量子化ビット数といいます。
再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決まり、音
量の差を表わすダイナミックレンジは「量子化ビット数」で
決まります。原理的には、サンプリング周波数が高いほど
再生可能な音域が広がり、量子化ビット数が大きいほど音
の大きさの変化をきめ細かく再現できることになります。
(16、43ページ)

用語解説
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ビデオ部
ビデオ信号方式............................................................ NTSC
コンポジットビデオ信号レベル .................... 1Vp-p/75Ω
S/N比 .................................................................... 50dB以上
周波数帯域（MONITOR OUT）
VIDEO ..................................... 5Hz～10MHz、－3dB

FMチューナー部
受信周波数.......................................76.0ＭHz～90.0ＭHz
実用感度（IHF）....................................... 1.0μV（11.2dBf）
S/N比（IHF）
モノ ......................................................................... 76dB
ステレオ.................................................................. 70dB

歪率（1kHz）
モノ ..........................................................................0.2％
ステレオ...................................................................0.3％

ステレオセパレーション（1kHz）............................... 42dB
周波数特性（20Hz～15kHz）....................... ＋0.5/－2dB

AMチューナー部
受信周波数......................................... 531kHz～1611kHz
実用感度 ..............................................................300μV/ｍ

総合
電源電圧 ........................................... AC100V、50/60Hz
消費電力 ...................................................................... 160W
待機時消費電力............................................................. 0.8W
寸法（幅×高さ×奥行き）.............. 435×151×322mm
質量 ................................................................................... 8kg

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することが
あります。

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。

主な仕様

オーディオ部
定格出力（6Ω、1kHz、0.1% THD）
メインL/R .................................................. 70W＋70W
センター....................................................................70W
リアL/R ...................................................... 70W＋70W

実用最大出力（EIAJ、6Ω、1kHz、10% THD）
メインL/R .................................................. 90W＋90W
センター....................................................................90W
リアL/R ...................................................... 90W＋90W

入力感度/インピーダンス
CD他 ..................................................... 150mV/47kΩ
6CH INPUT ........................................ 150mV/47kΩ

出力電圧/インピーダンス
REC OUT............................................ 150mV/1.2kΩ
SUBWOOFER ......................................... 4.0V/1.2kΩ

ヘッドホン出力/インピーダンス ..................0.3V/470Ω
周波数特性（10Hz～100kHz）
CD他－メインL/R ........................................... －3.0dB

全高調波歪率（1kHz）
CD他－メインSP OUT(30W/6Ω) ........ 0.06%以下

S/N比（IHF-Aネットワーク、入力ショート）
CD他（250mV入力）－SP OUT ............. 100dB以上

残留ノイズ（IHF-Aネットワーク）
メインSP OUT ......................................... 150μV以下

チャンネルセパレーション
（5.1kΩターミネート、1kHz/10kHz）

CD他 .......................................... 60dB以上/45dB以上
トーンコントロール
BASS.................................................. ±10dB/100Hz
TREBLE .............................................. ±10dB/20kHz

A/Dコンバーター
................. 64倍オーバーサンプリングΔΣ方式24ビット
D/Aコンバーター
.............. 128倍オーバーサンプリングΔΣ方式24ビット
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メーカーコード一覧

下表のメーカー製品であっても形式、年式によって使用できないものがあります。他社のメーカーコードを設定した場合、
機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作できないものがあります。この場合は、お使いの機器専
用のリモコンをご利用ください。設定方法については「リモコンで操作できる機器を指定する」（62ページ）を参照してくだ
さい。

TV

Yamaha 299 292
Admiral 292 293
Aiwa 294 276 283

284
Akai 295 296
Alba 296
AOC 297
Bell&Howell 292
Bestar 298
Blaupunkt 229 222
Blue sky 298
Brandt 223
Brocsonic 297
Bush 296
Clatronic 298
Craig 224
Croslex 225
Curtis Mathis 297 226
Daewoo 297 298 224

227 228
Daytron 239
Dual 298
Emerson 297 224 239

232
Ferguson 223 265 266
First line 298
Funai 277 278
Fisher 295 233
Fraba 298
GE 293 297 234

235 236
LG/Goldstar 297 298 239

237
Goodmans 296 298 223
Grundig 229 238 249
Hitachi 297 239 242

243 285
ICE 296
Irradio 296
Itt/Nokia 244 245
JC Penny 293 297 234

237
JVC/Victor 296 246 247

286
Kendo 298
KTV 297 239
Loewe 298 248
LXI 293 297 225

226 233
Magnavox 297 225 239
Matsui 295
Mitsubishi 299 297 259

287
NEC 297 252 282
Nokia 244 245
Nokia Oceanic 245
Nordmende 265 266
Onwa 296
Panasonic 234 235 236

253 288 211
Philco 297 225 239
Philips 225
Pioneer 226 235 254

255 268
Portland 297 256

Quasar 234 235
Radio Shack 299 293 297
RCA 293 297 234

256 257 258
SABA 223 269 265

266
Samsung 297 239 248

262 275
Sanyo 295 233 279

272 273 274
212

Schneider 296
Scott 297
Sharp 292 239 232

213
Siemens 229
Signature 292
Sony 263 214
Sylvania 297 225
Telefunken 269 264 265

266
Thomson 223 266
Toshiba 292 226 267

215
Videch 297 242
Wards 297 239 232

ビデオデッキ　

Yamaha 399 392 393
394

Admiral 395
Aiwa 396 397 398

329
Akai 322 323 324
Audio Dynamic 392 394
Bell&Howell 393
Blaupunkt 325 326
Brocsonic 327
Bush 322
Canon 325 328
CGM 396 332
Citizen 396
Craig 396
Curtis Mathis 397 328 333
Daewoo 328 334 335
DBX 392 394
Dimensia 333
Emerson 327 334
Fisher 393 336
Funai 397
GE 328 333 387
LG/Goldstar 396 388
Goodmans 334 337
Grundig 332 338
Hitachi 325 333 349

342 343
Instant Replay 325 328
Itt/Nokia 393
JC Penny 392 393 394

328 333 349
JVC/Victor 392 394 344

345 346 347
Kendo 396
Kenwood 392 394 396
Loewe 396 337
Luxor 395

LXI 393 396 397
336 349

Magnavox 325 326 328
Marantz 392 394
Marta 396
Matsui 396
Memorex 328 336
Minolta 333 349
Mitsubishi 399 344 348

359 352 353
Multitech 397 348 354
NEC 392 394 344

383
Nokia 393 395
Nokia Oceanic 395
Okano 323
Olympic 325 328
Orion 327
Panasonic 325 328 355

378 384 385
386

Pentax 333 349
Philco 325 328
Philips 325 326 328

337 356 357
Phonola 337
Pioneer 325
Quasar 325 328
RCA/PROSCAN 325 326 328

333 335 349
358 369

Realistic 393 397 328
336 359 362

Samsung 354 358 363
364 365 366

Sansui 394
Sanyo 393 336 367
Schneider 337
Scott 399 335 336

348 359 352
354 358

Seleco 322
Sharp 395 362

382
Siemens 393
Signature 2000 395 397
Sony 368 379 372

373 374 375
Sylvania 397 325 326

328
Symphonic 397
Tandberg 334
Tashiro 396
Tatung 392 394
Teac 392 394 397
Technics 325 328
Telefunken 376 377
Thorn 393 396
Toshiba 335 369 389
Universum 396 327 376
W.WHouse 396
Wards 395 396 336

362

DVD プレーヤー

Yamaha 699 622 623
647

DENON 623 624
Funai 625
HITACHI 626
JVC/Victor 627
KENWOOD 628
Mitsubishi 629
Onkyo 632 633 634
Panasonic 623 635
Philips 699 647
Pioneer 636 637 638
RCA 639
Samsung 642
Sharp 643
Sony 644
Toshiba 634
LG/GOLD STAR 645
THOMSON 646

MD レコーダー

Yamaha 599

CD プレーヤー

Yamaha 199

CD レコーダー

Yamaha 499
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オートプリセット .............................................................. 34
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カ行
後部残響音.......................................................................... 44
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スピーカー端子........................................................ 16、18
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セットメニュー........................................................ 52～59

タ行
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ドルビープロロジック ...................................46、47、67
ドルビープロロジックII .................................46、47、67
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バーチャルリアセンタースピーカー............40、47、49
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光デジタル................................................................ 20、22
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ビットレート...................................................................... 43
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フラグ ....................................................................... 40、43
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マ行
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ラ行
ライブラリー............................................................ 62、63
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AAC ....................................................... 40、45～48、67
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COAXIAL ........................................................16、20、22
DTS ....................................................... 40、45～48、67

G、H、I、J、K、L
Hi-Fi DSP音場プログラム............................................... 44
LFE0.1チャンネル ........................................................... 67
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OPTICAL ........................................................16、20、21
PCM.................................................................16、43、68
SUBWOOFER端子 .......................................................... 16

その他
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rate: .................................................................................... 43
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ヤマハホットラインサービスネットワーク
ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

● 保証期間
お買い上げ日より1年間です。

● 保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保
証書をご覧ください。

● 保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料に
て修理いたします。

● 修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、
一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す
る部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。

● 補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ
キは6年)です。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品です。

● 持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品
サービス拠点へお持ちください。

● 製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知
らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせ
ください。
※品番、製造番号はAV製品の背面もしくは底面に表示してありま
す。

● スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気
部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、
エージングの差による音色の違いが出る場合があります。

● 摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間
等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品
を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

■ヤマハAV製品の修理、サービスパーツに関するお
問合せは

（ヤマハ電気音響製品サービス拠点）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒143-0006 東京都大田区平和島2丁目1番1号
京浜トラックターミナル内14号棟A-5F

TEL (03) 5762 - 2121

浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F

TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内

TEL (06) 6877 - 5262

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用のAV製品の点検を！

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

愛情点検

すぐに使用を中止してください。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必
ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談くださ
い。

※このページは、安全にご使用いただくためにAV製品全般について
記載しております。

■ヤマハAV製品の機能や取扱いに関するお問合せは

お客様ご相談センター

TEL　（0570）01－1808（ナビダイヤル）
全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。

携帯電話、PHSからは下記番号におかけください。

　TEL　（053）460－3409

FAX　（053）460－2777
住所　〒430-8650
　　　静岡県浜松市中沢町10-1
ご相談受付時間　10:00～12:00，13:00～18:00
（日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきますの
であらかじめご了承ください。）

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、ベ
ルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

〒430-8650 浜松市中沢町10-1

ヤマハオーディオ＆ビジュアルホームページ
http://www.yamaha.co.jp/audio/

Printed in China             WB14570
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手順 3 手順 4

COMPONENT 
VIDEO OUT

VIDEO 
OUT

S VIDEO 
OUT

OPTICAL
OUT

D1/D2
OUT

DVDプレーヤー� モニター（テレビ）背面�

モニター（テレビ）�

DSP-AX340

メインスピーカー�
(R)                        (L)

サブウーファー� センタースピーカー� リアスピーカー�
(R)                       (L)

COMPONENT 
VIDEO IN

VIDEO 
IN

S VIDEO 
IN

D1/D2
INAUDIO 

OUT
R L

防塵キャップを�
はずします。�

手順 2

AC100V�
コンセントへ�

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER
LR

LR

LR

CD DVD

AM

MAIN

A

REAR
(SURROUND)

CENTER

ANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB
WOOFER CENTER

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

6CH INPUT OUTPUT

75Ω UNBAL.

MAIN A OR B :  6Ω MIN./SPEAKER

CENTER :  6Ω MIN./SPEAKER
REAR  :  6Ω MIN./SPEAKER

LR MAIN

B

SPEAKERS

信号の流れ�

1 2

DVDプレーヤーを接続して、
デジタルソースを楽しむための
基本的な接続のしかたを説明します。

DVDプレーヤーを接続する
4. CENTER/REAR SPEAKERS端子に接続する。

a)スピーカー端子のレバーを押す。
b)レバーを押しつけたまま、スピーカー端
子の穴にスピーカーケーブルの芯線を
差し込む。

スピーカーケーブルは端子の穴に、しっかりと差し

込みます。プラス(＋)とマイナス(－)がショート(短
絡)していたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込む

と、故障や音が出ない等の原因になります。

c)レバーを放して、ケーブルを固定する。

5. サブウーファーはサブウーファー用ピンケー
ブルで本機と接続する。

手順3 音声ケーブルを接続する
DVDプレーヤーのOPTICAL OUT端子を光ファイバーケーブルで
本機のDIGITAL INPUT OPTICAL(DVD)端子に接続する。
※DVDプレーヤーのデジタル音声出力端子がCOAXIALタイプの端子の場合は、裏面の
「端子の割り当てを変更する」をご覧ください。

手順4 映像ケーブルを接続する
「手順4」の図の1および2のように接続します。

手順5 DVDを再生する
1. DVDプレーヤー、本機、モニター（テレビ）の電源コード
をACコンセントに接続し、電源を入れる。

2. VOLUMEコントロールを最小にします。
※取扱説明書の31ページ参照。

3. 本機のSPEAKERS ON/OFFスイッチ
を押してON（ ）にセットする。

4. 本機のSPEAKERS A/Bスイッチを押
して、音を出すメインスピーカーを選ぶ。
※この図に従って接続した場合はA（ ）にセットし
ます。

5. 本機のINPUTl/hキーを繰り返し押すか、リモコンの入力
選択キーを押して、DVDを選ぶ。
※選んだ映像／音声の種類が数秒間、本機前面のディスプレイに表示されます。

※入力モードがAUTOに設定されていることを確認します。取扱説明書の32ペー
ジ参照。

6. DVDを再生する。
※VOLUMEコントロールで音量を調節してDVDを再生します。

※音声が出ない場合には、DVDプレーヤーで音声の設定をします。

スピーカーケーブルを接続する際は、プラス(＋)
とマイナス(－)、(L)と(R)を間違えないように注
意してください。

DSP-AX340

簡易接続ガイド

手順 1
メインスピーカー (R)

メインスピーカー (L)

サブウーファー�
センタースピーカー�

リアスピーカー (R)

1.5～1.8m

リアスピーカー (L)

C2003  All Right Reserved.Printed in China       WB14700

本機および接続するすべての機器の電源コードがACコンセント
に接続されていないことを確認する。

手順1  スピーカーの設置場所を決める
※取扱説明書の17ページを参照

手順2 スピーカーを接続する
1. スピーカーケーブル先端部の絶縁部を10mmくらいはがす。

2. 芯線をしっかりとよじる。
芯線をしっかりとよじらないとショート

（短絡）の原因になります。

3. MAIN A SPEAKERS端子に接続する。

a)スピーカー端子を左に回してゆるめる。
b)スピーカー端子のわきの穴に
スピーカーケーブルの芯線を
差し込む。

スピーカーケーブルは端子の穴に、しっかりと差

し込みます。プラス(＋)とマイナス(－)がショート
(短絡)していたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込

むと、故障や音が出ない等の原因になります。

c)スピーカー端子を右に回して、締め付け
る。

10mm

押しつける�

さしこむ�

はなす�

ゆるめる�

さしこむ�

しめつける�

SPEAKERS

AON

BOFF

SPEAKERS

AON

BOFF

INPUT

V-AUXVCRD-TV/CBLDVD

SLEEPTUNERMD/CD-RCD

Connect_AX340(03.4.2)a.p65 03.4.2, 10:15 PMPage 1 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



●複数の録画・再生機器を接続する
録画・再生用DVDレコーダーはVCR (IN OUT) 端子に接続します。
再生用ビデオデッキはV-AUX 、D-TV/CBL 、DVD のいずれかの
端子に接続します。ここではV-AUX 端子への接続例を示します。

※ DVD レコーダー（録画・再生用）の音声・映像を楽しむためには、本機の
INPUTl/hキーまたは入力選択キーで「VCR」を選択します。
ビデオデッキ（再生用）の音声・映像を楽しむためには、本機の INPUTl/h

キーまたは入力選択キーで「V-AUX」を選択します。

※ DVD レコーダーのかわりにビデオデッキを接続できます。

●DVDプレーヤー機能つきのゲーム機器を接続する
本機の DVD の端子に接続することができます。

※CD入力端子(COAXIAL)に入力する場合は、「端子の割り当てを変更する」を参照。

●BSチューナー、ケーブルテレビを接続する

※ BSチューナー、ケーブルテレビの音声を楽しむためには、本機の INPUT
l/hキーまたは入力選択キーで「D-TV/CBL」を選択します。

●テレビの音声を接続する

※ モニター（テレビ）の音声を楽

しむためには、本機の INPUT

l/h キーまたは入力選択キー

で「D-TV/CBL」を選択します。

●MDレコーダーを接続する

※CDレコーダーでも同様に接続できます。

さまざまな機器を接続する

AUDIO
LR

2

1

AUDIO VIDEO TUNER
LR

CD DVD

AM
ANT

GND

FM
ANT

IN
(PLAY)

MAIN

DVD

CD

DIGITAL
INPUT

SUB

SUB
WOOFER

MONITOR
OUT

SURROUNDOPTICAL

COAXIAL

OUT
(REC)

MD
/CD-R

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

75Ω UNBA

VIDEO 
OUT

S VIDEO 
OUT

OPTICAL
OUT

AUDIO
OUTR L

COAXIAL
OUT

本機背面�

ゲーム機�

AUDIO VIDEO
LR

DVD

D-TV
/CBL

V-AUX

IN

VCR

OUT

AUDIO VIDEO

R L

IN

OUT

DVDレコーダー�

AUDIO VIDEO

R L

IN

OUT

ビデオデッキ�

（録画・再生用）�

（再生用）�

本機背面� AUDIO VIDEO
LR

DVD

D-TV
/CBL

V-AUX

BSチューナー�

VIDEO 
OUT

S VIDEO 
OUT

OPTICAL
OUT

AUDIO
OUTR L

D1/D2
OUT

AUDIO

DVD

D-TV
/CBL

R L

本機背面�

テレビ�

VIDEO 
OUT

S VIDEO 
OUT

AUDIO
OUT

R L

AUDIO
LR

CD

IN
(PLAY)

OUT
(REC)

MD
/CD-R

MDレコーダー�

本機背面�

AUDIO

R L

IN

OUT

音声信号を切り替える
デジタル音声信号とアナログ音声信号を同時に入力した場合、デジ
タル音声信号が優先されます。入力モードを切り替えて、優先順位
を選んだり、特定の信号に固定することができます。

※取扱説明書の32ページを参照

端子の割り当てを変更する
背面の「COAXIAL/OPTICAL（デジタル音声入出力）」端子には、
あらかじめ機器名称が割り当てられていますが、表示されている名
称以外の機器を接続したい場合に、I/O ASSIGNの機能で端子の
割り当てを変更することができます。

※取扱説明書の58ページを参照

例：CD入力端子（COAXIALタイプ）に
DVDプレーヤーを接続する場合
DVDプレーヤーのデジタル音声出力端子がCOAXIALタイ
プの場合、本機の「DIGITAL INPUT COAXIAL」（CD）端
子に接続し、割り当てを変更します。

1B  COAXIAL IN    (2)・・・・・CD を

1B  COAXIAL IN    (2)・・・・・DVD に変更します。

DVDプレーヤーを楽しむには、本機のINPUTl/hキーや、
リモコンの入力選択で「DVD」を選択します。
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